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 日本 化学 大に さ る とに よ お し

上 ます  
 は に 関 と 日本 に していた

して の として発 しました の には の ました 関

の の 物 に 日まで 発に さ て てお ます 日本 化学

の に ますよ に まで の 大 と の を に

フ ーラ ン ジ の に の 発 を

て ました （広島）と （ 山）に 大 を し に で

た とか は に ると ます 創 か 日に るまで

の発 発展に さ ました 生 を いた

の に し上 ます  
 は本 で創 に ます を とに の で し

してお ます とか の に を の と の

に てお ます のよ をと て してお ますのは の です

か の徳島 で を する とに の で で るとい

で い の します とです か 日の

まで 大 の に してお ました の にた さ の 生

さ さ 大 を しているよ ます で

発に していると を て いのでは いでし か  
 で の の は を し る いで を ていた

か しますと し してお ます とは です か 発 する学生 の

（ の は学生 で さ る）を さ て に

た後 を していた ますと た います  
 日本 化学 は にお るバイオ イ ン ・バイオテクノロジーを とする

科学 を の として 「生 」「食 」「 」に関する科学 化の発展

に して ています の大学で 化学の て た で の大学

では 化学の して てお ます 大学では 化学科 山大学 大

学には 化学コー ます 日本 化学 の で たす は 後と

大 てい のと ます て には 学研究科 さ

てお まして 大学の い と 特 です  
 日本 化学 は に を る とに 日 徳島大学で

と した さ ました め の さ

て の に ました 広島での 大 3 に さ てお ます のよ
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レ ルの に を 発に するためには を

の の 大 です に で発 し （学生 ）

に し ン ジ を していた と います 本 よ

（学生 ）の大学院生の に 発 の を しました のよ に

では してお ますので の の を してお ます

の の の か を ますよ し お い し上 ます  
 に の の の 発展と をお いたしまして か の

とさ ていた ます  
日  
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日本農芸化学会中四国支部  

  
年月日 活動，支部講演会 全国大会，市民フォーラム，若手研究者シンポ

1994年4月 中四国支部設立準備会発足

1994年7月 中四国支部設立の希望に関するアンケート調査

1995年8月
日本農芸化学会1995年大会（北海道大学）において,
中四国支部設立についての話し合い

1995年11月～ 関西支部, 西日本支部への中四国支部設立の働きかけ

1997年5月 中四国ブロック市民フォーラム開催

～2000年6月 第1回 岡山大学（食の科学）1997年5月24日　 第2回 山口大学（遺伝子組換え植物の現状と将来）1997年12月12日

第3回 島根大学（｢いのち｣と｢食｣を考える）1998年5月23日 第4回 高知女子大学（食と健康）1998年10月11日

第5回 鳥取県民文化会館（環境とバイオ）1999年5月22日　 第6回 広島大学（環境保全とバイオテクノロジー）2000年6月3日

第7回 愛媛大学（食とバイオテクノロジー）2000年11月11日　

2000年7月
関西支部,西日本支部が支部評議員会において
中四国支部設立を了承

2000年7月8日 中四国支部設立準備会執行部会議（岡山大学） 17名参加

2000年11月24日 全国評議員会で中四国支部設立承認

2000年12月9日 中四国支部設立準備会執行部会議（岡山大学） 26名参加

2001年4月21日 中四国支部設立総会（岡山ロイヤルホテル）100名参加

2001年4月 第1回 講演会（支部大会）　岡山大学　2001年10月12日-13日 第1回 市民フォーラム　岡山ロイヤルホテル　2001年4月21日

～2003年3月 第2回 講演会（支部例会）　香川大学　2002年1月26日 第2回 市民フォーラム　松江テルサ　2002年9月21日

事務局：岡山 第3回 講演会（支部例会）　岡山県立大学　2002年5月25日 第3回 市民フォーラム　広島県民文化センターふくやま　2002年11月30日　

支部長 第4回 講演会（支部大会）　島根大学　2002年9月19日-20日 第1回 若手研究者シンポ　島根大学　2002年9月20日

田中英彦 第5回 講演会（支部例会）　高知大学　2003年1月25日 第2回 若手研究者シンポ　徳島大学　2002年10月22日

2003年4月 第6回 講演会（支部例会）　広島大学　2003年5月31日 全国大会2004年度　広島大学　2004年3月28日-31日

～2005年3月 第7回 講演会（支部大会）　鹿児島大学　2003年9月19日-20日 第4回 市民フォーラム　高松市生涯学習センター　2003年11月8日

事務局：広島 第8回 講演会（支部例会）　愛媛大学　2004年1月24日 第5回 市民フォーラム　山口大学　2004年11月3日

支部長 第9回 講演会（支部例会）　鳥取大学　2004年6月12日 第3回 若手研究者シンポ　岡山大学　2003年6月14日

宮川都吉 第10回 講演会（支部大会）　徳島大学　2004年9月17日-18日 第4回 若手研究者シンポ　広島大学　2003年8月2日

第11回 講演会（支部例会）　岡山大学　2005年1月22日 第5回 若手研究者シンポ　鳥取大学　2004年6月11日

第6回 若手研究者シンポ　広島大学　2004年11月27日

2005年4月 第12回 講演会（支部例会）　山口大学　2005年5月21日 第6回 市民フォーラム　東広島市民文化センター　2005年10月6日

～2007年3月 第13回 講演会（支部大会）　大阪大学　2005年9月30日-10月1日 第7回 市民フォーラム　岡山大学　2006年9月2日

事務局：愛媛 第14回 講演会（支部例会）　福山大学　2006年1月28日 第8回 市民フォーラム　山口大学　2007年2月3日

支部長 第15回 講演会（支部例会）　くにびきメッセ（島根）　2006年5月13日 第9回 市民フォーラム　米子コンベンションセンター　2007年3月17日

海老原清 第16回 講演会（支部大会）　愛媛大学　2006年9月15日-16日 第7回 若手研究者シンポ　山口大学　2005年5月20日

第17回 講演会（支部例会）　香川大学　2007年1月27日 第8回 若手研究者シンポ　岡山大学　2006年12月9日-10日

2007年4月 第18回 講演会（支部例会）　県立広島大学　2007年5月12日 第10回 市民フォーラム　高知市文化プラザ　2007年9月22日

～2009年3月 第19回 講演会（支部大会）　山口大学　2007年9月14日-15日 第11回 市民フォーラム　徳島大学　2008年12月6日

事務局：鳥取 第20回 講演会（支部例会）　徳島大学　2008年1月26日 第9回 若手研究者シンポ　岡山大学　2008年5月23日-24日

支部長 第21回 講演会（支部例会）　岡山理科大学　2008年5月24日

和泉好計 第22回 講演会（支部大会）　鳥取大学　2008年9月12日-13日

第23回 講演会（支部例会）　高知大学　2009年1月24日

2009年4月 第24回 講演会（支部例会）　くにびきメッセ（島根）　2009年5月23日 第12回 市民フォーラム　鳥取県立生涯学習センター　2009年11月7日

～2011年3月 第25回 講演会（支部大会）　琉球大学　2009年10月30日-31日 第13回 市民フォーラム　愛媛大学　2010年10月2日

事務局：香川 第26回 講演会（支部例会）　愛媛大学　2010年1月23日 第10回 若手研究者シンポ　岡山大学　2009年5月8日-9日

支部長 第27回 講演会（支部例会）　広島大学　2010年6月5日 第11回 若手研究者シンポ　岡山大学　2010年5月7日-8日

早川茂 第28回 講演会（支部大会）　香川大学　2010年9月24日-25日 第12回 若手研究者シンポ　島根大学　2010年10月30日

第29回 講演会（支部例会）　徳島大学　2011年1月22日

2011年4月 第30回 講演会（支部例会）　岡山大学　2011年5月21日 第14回 市民フォーラム　岡山大学　2011年5月21日

～2013年3月 第31回 講演会（支部大会）　宮崎大学　2011年9月16日-17日 第15回 市民フォーラム　松江テルサ　2011年11月3日

事務局：山口 第32回 講演会（支部例会）　鳥取大学　2012年1月21日 第16回 市民フォーラム　鳥取大学　2012年1月21日

支部長 第33回 講演会（支部例会）　愛媛大学　2012年6月2日 第17回 市民フォーラム　広島大学　2012年3月17日

山田守 第34回 講演会（支部大会）　山口大学　2012年9月21日-22日 第18回 市民フォーラム　愛媛大学　2012年5月26日　

第35回 講演会（支部例会）　高知大学　2013年1月26日 第19回 市民フォーラム　サンポートホール高松　2012年6月23日　

第20回 市民フォーラム　福山大学　2012年9月15日　

第21回 市民フォーラム　山口大学　2012年9月22日　

第22回 市民フォーラム　高知大学　2013年1月26日　

第13回 若手研究者シンポ　岡山大学　2011年5月20日-21日

第14回 若手研究者シンポ　徳島大学　2012年10月27日

2013年4月 第36回 講演会（支部例会）　島根大学　2013年6月8日 全国大会2015年度　岡山大学　2015年3月26日-29日

～2015年3月 第37回 講演会（支部大会）　県立広島大学　2013年9月5日-6日 第23回 市民フォーラム　中国新聞ホール（広島）　2013年9月7日　

事務局：岡山 第38回 講演会（支部例会）　香川大学　2014年1月25日　 第24回 市民フォーラム　愛媛大学　2014年11月8日

支部長 第39回 講演会（支部例会）　福山大学　2014年5月31日 第15回 若手研究者シンポ　岡山大学　2013年5月10日-11日

稲垣賢二 第40回 講演会（支部大会）　徳島大学　2014年9月26日-27日 第16回 若手研究者シンポ　高知大学　2013年11月2日

第41回講演会（支部例会）　水産大学校 2015年1月24日 第17回 若手研究者シンポ　岡山大学　2014年5月16日-17日

 第18回 若手研究者シンポ　愛媛大学　2014年9月20日

2015年4月 第42回 講演会（支部例会）　鳥取大学　2015年6月13日 第25回 市民フォーラム　サテライトキャンパスひろしま　2015年7月25日, 8月1日

～2017年3月 第43回 講演会（支部大会）　愛媛大学　2015年9月17日-18日 第26回 市民フォーラム　サンポートホール高松　2015年11月28日

事務局：高知 第44回 講演会（支部例会）　岡山県立大学 2016年1月23日 第27回 市民フォーラム　岡山県立大学　2016年1月23日

支部長 第45回 講演会（支部例会）　香川大学　2016年6月11日 第28回 市民フォーラム　広島県民文化センター　2016年9月3日

大西浩平 第46回 講演会（支部大会）　高知大学　2016年9月15日-16日 　　　　　　　　　　　　　　　 サテライトキャンパスひろしま　2016年9月10日

第47回 講演会（支部例会）　島根大学　2017年1月28日 第29回 市民フォーラム　高知会館　2016年9月17日

第30回 市民フォーラム　鳥取短期大学シグナスホール　2016年10月8日

第31回 市民フォーラム　カリエンテ山口　2016年11月5日

第19回 若手研究者シンポ　岡山大学　2015年5月15日-16日

第20回 若手研究者シンポ　島根大学　2015年10月17日

第21回 若手研究者シンポ　香川大学　2015年10月31日

第22回 若手研究者シンポ　高知大学　2016年4月23日

第23回 若手研究者シンポ　岡山大学　2016年5月20日-21日

第24回 若手研究者シンポ　水産大学校　2016年7月28日-29日

2017年4月 第48回 講演会（支部例会）　徳島大学　2017年6月17日 第32回 市民フォーラム　広島県民文化センター　2017年7月22日, 8月5日

～2019年3月 第49回 講演会（支部大会）　大阪府立大学　2017年9月21日-22日 　　　　　　　　　　　　　　　 広島大学　2017年9月2日, 9月9日

事務局：島根 第50回 講演会（支部例会）　広島大学 2018年1月27日 第33回 市民フォーラム　松江テルサ　2017年9月9日

支部長 第25回 若手研究者シンポ　岡山大学　2017年5月19日-20日

川向誠 第26回 若手研究者シンポ　酒類総合研究所　2017年10月6日-7日
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2017 年 日本農芸化学会農芸化学奨励賞受賞講演 

食 学 特  

（ 島大 ・生物 ）

 
Diphenylpropane を とするフラボノイドは 物 生 する 物で

食品機能 として さ ている プレニルフラボノイドは diphenylpropane に

上の C5 isoprene (dimethylallyl) unit (s) した を する の化 物 で る プ

レニルフラボノイドは プレニル よ in vitro において い生理 性を と さ

て た 物においてフラボノイド のプレニル基 酵素 さ 物に

おいて プレニルフラボノイドを生 する研究 でいる の か プレニ

ルフラボノイドは食品機能 の 物質で ると た で 本研究 では

プレニルフラボノイドを いて プレニル のフラボノイドと する とで 食品機能

としてのプレニルフラボノイドの特性を のとお 明 かにした  
1. 生理 性の発 性 の ・ 向 て  

性 の め ている ン ク質 の では

IGF-1/mTOR/Akt の ン 化 ード さ ン ク質 解に特 に関 する

チン ー  (Atrogin-1 ) 発 する と ている ン ニンの 8 にプレニ

ル基 した 8-プレニル ン ニンを 性 ル に さ た Akt
の ン 化を 性化する とで Atrogin-1 の発 を し を した プレニ

ル の ン ニンでは め か た とか プレニル基の 性 明 かと

た 研究において 8-プレニル ン ニンの を HPLC で したと

ン ニンに して 10 い と め た また 8-プレニル ン ニンの

を した では ン ニンよ か の消 か た のよ に プレニ

ルフラボノイドの い生理 性の の と に の向上 関 する と さ

た  
(PLoS One, Vol.7, e45048, 2012; Am J Physiol Regul Integr Comp Physiol, Vol.311, R1022, 2016) 

2. プレニルフラボノイドの と生 性 
口で したフラボノイドの 性発 は と関 する とか の解明は で

る に 8-プレニル ル チンを によ 2 さ た にお

る は ル チンの よ 10 上 い と さ た で 生 性の

で る 後の と ン の を した では 8-プレニル ル チンで

上 ル Caco-2 を いた で 8-プレニル ル チンの基

の めて い とを発 した のよ に 8-プレニル ル チンは さ に い

のの の で い 性を すとい した さ た の を解明する

ために ル の を た の 8-プレニル ル チンの

は ル チンよ 10 プレニル の は プレニル

よ い さ た さ に 8-プレニル ル チンは ル チンとは ABC トラ

ン ー ーを した の を か た の か プレニル

フラボノイドは の か か さ に い とで い

性を い での 上 すると した  
(J Nutr, Vol.143, p1558, 2013) 
 本研究は に徳島大学において さ た のです 本研究を て さいました

に いたします 特に徳島大学 （ 大学）・ 生には本研究

の の と ましをいた ました とを いたします  
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化 研究 

（ 大 ・ 科）

 
では 2,100 の 水 理 で 145  m3の 水 化さ に 性汚

泥 と る 理 さ ている の 理 は 性 生物によ 水 の 機物

を 機化する で 理 と コ トの で ている 理にと て 生

物の 大 に発生するとい る の は 汚泥と

77,000 t さ ている  
汚泥の には の研究 る の で として して

いる のは 消化 で によ 汚泥の か バイオ を る と

で る しかし 消化による汚泥 は に 30% に ま の 70%は

上は消化（生 解）しに い と る の は消化汚泥と か さ

にバイオ を生 する 生物 は 化さ てい い は に て

の消化汚泥を 解で る 6 を か 発 およ 特 を た

消化汚泥 解 は チ ー ラ ー ラチ ー とい た酵素によ て消化汚泥を

化する と か た  
消化で バイオ 生 は の で さ の に

て 水 解 ・水素生 ン生 の 3 に で る に

とで 汚泥の をバイオ と している しかし ン生 の生

い と バイオ 生 のボトル クと ている とか 水 解 と ・水素

生 の （ ン生 を い）で 生 能 ル ーとして さ ている水素を

生 する る  
は 消化汚泥 解 と ・水素生 を て消化汚泥か 水素を バイオ を

生 で るのでは いかと した す 消化汚泥 解 で消化汚泥を 化し

を基質として ・水素生 水素を発酵生 で るのでは いかと た の の

生物 を するバイオプロ を 発したいと てお には の 3 に

でいると で る  
（1）消化汚泥 解 の 性を する 
消化汚泥 解 は 汚泥 水 に さ る （ 化 ル ニ ） すると

生 るとい る のよ か までは を で し

た汚泥を いて を て た しかし 解 を 物資源 として するためには

理をし い汚泥で 解 を生 さ る と ましい の汚泥を

で する とによ 性 向上した いか で る  
（2）汚泥 解酵素と 能 水素生 を 発する 
消化汚泥 解 は 30 を 生 とし 37 上では生 で い 解 生 す

る酵素（ チ ー ラ ー ラチ ー ）は 50 で 酵素 性 い で 50
で水素を生 で る を 発していると で 水素を生 する を

る と で た 後は の水素生 能の を すとと に 解 の酵素と

た に の水素生 するかを してい たい  
（3）消化汚泥資源化プロ を する 

た を基に のバイオプロ を する 生 の を して

生物によ て汚泥か の水素生 を で る ク ーを する とを に

してい たい  
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特 　 　 別 　 　 講 　 　 演

講 　 　 演 　 　 要 　 　 旨





特別講演 

科学  

 （広島大 ・生物圏）

 
に 食品を物理化学 に すると 「 で 学 に に るコ

ロイド 」と さ る チョコレート の では い チョコレートは 品の

の を ると明 か よ に （特に オ （ ココ バ ー））・ オ

・ およ か さ に て さ

ている の 品質に かか した て品質 に に関 しているのはココ

バ ーで る にチョコレートは ココ バ ーの か の の

ココ バ ー に した で る ココ バ ーには の る い

る し I か VI まで し の 大 る とによ

と る で し に してお と の を て （ 性・

） で チンと て（ プ性） 口に ると ー と

を す（ 解性・レオロジー） 特 物性は の V の特 で る

い V のココ バ ー にと ておいしい食 を生 さ る した

て おいしいチョコレートの では ココ バ ーの V 化 と る の

ため のチョコレート ー ーは いかに で よ ココ バ ーを V に

化さ るかに いて を し 日では 「テン ン 」と る

している の では を 40 上か 25 29 に して IV の 化

を した後 を 30 31 に して IV を 解さ の か V の

を した後に を 15 20 に し する とによ す てのココ バ ー

を V に 化さ る で る 本 では ココ バ ーの物性（ ・

との と ）およ テン ン に いて 明した後 チョコレートの物性と

おいしさ（と にテク チ ーとの関 で）との関 に いて する テン ン による

に の オ （ オニ ）の 化 によ よ

か 食 る では の に いて したい  
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特別講演 

日本 ン  

（ 研）

 
は めに  「日本ワイン」とは 大まかに と日本で さ た ド か で

さ たワインと さ 30 10 30 日か 日本ワインの しい に

る 日本のワイン消 は大 している の 2/3 は ワインで

を して で さ たワイン 日本ワインは にす い TPP 日

EU EPA 関 の まる ワインに し 日本ワインを発展さ てい に

は 生 の 大とと に品質の向上 と る では ワインを に品質

向上に向 た を したい  
 

の  ワインの品質には ド の品質 さ ド の品質は

の の を る と る ワイン ド 品 は ーロ ド

（Vitis vinifera）に し 性 に しているため 日本の では

発生し すい とに 特 に ワイン 品 では に すいとい

る 素で る ント ニンの に いては の ル プの研究で

では 生 さ た ント ニン する と 明 かに ている また ド

の 後に した （水 トレ ）に ると 物 ル ンの ジン

の ま ント ニンの生 さ る と ている 日本 のワイ

ーの を て ワイン ド の ント ニン を したと の

との 関 め た ワインの で る ンニン（プロ ント

ニジン）の生 は によ て さ る と 明 かに た との

に いてはま 解明の い 研究*として ド の の に

いて 研究を めてお 日本の に した の 発と を している  
 

の  の 大 い ワイン では ド を ・ した後

・ とと に発酵さ る し発酵 に ント ニン ンニン さ る

ンニンと ント ニンはフ ノール化 物として して る と か

た は の る また ント ニンは 化 物で る 発酵・

に ント ニン の生 による の 化 る の研究で 発酵

に で お しを と の さ る と

し発酵 に る の にする とで ント ニンの 生 さ

化さ る と 明 かに ている ワイン生 との 研究*として

の を の日本のワイ ーで した の に いて を して

お に向 た に る で る  
 
日本ワインの品質向上に向 て  日本ワインの品質向上には 日本の に た と

日本の ド に た のための研究 で 野の関 した研究の

・発展 ま る また 日本ではワイン関 の研究・ はま ま イ ー 野で

を めた の と の と る  
 
*「日本ワインの 化コン ー 」として 生研 ン ー「 発・

展 （ プロジ クト）」の を て  
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一 　 　 般 　 　 講 　 　 演

講 　 　 演 　 　 要 　 　 旨





 Improving permeability of whole-cell catalyst by heat-permeabilized psychrophile 
cells  

Luo Gonglinfeng, Takahisa Tajima, Syo Nakano, Junichi Kato 
(Hiroshima University, Grad. Sch. Adv. Sci. Matter) 

 

The semipermeable cell membrane has been an obstacle on substrate uptaking for whole-cell cetalyst. The cell 
membrane of psychrophilic bacteria is highly flexible and easy to be permeabilized by heating in a moderate 
condition. In our research, we constructed a whole-cell catalyst based on heat-permeabilized psychrophile to solve 
the permeability issues. The productivity of heat-permeabilized psychrophile cells is significantly higher than 
non-permeabilized psychrophile cells as well as E.coli cells expressing the same heterologous enzymes. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 Moorella thermoacetica ス 化 化 研究 

中  ， ， 一 ， 1， ，中島  
（広島大 ・ 物 ，1広島大・ ） 
 

 

CO2 を とする バイオ 生 能資源・ ル ーを に

した 化学 には  (H2+CO2+CO) を した 発酵 で る

研究 では 資化能を する 性 Moorella thermoacetica ATCC39073 を とする

ノール生 の に した しかし 本 はフルクトー を基質として し

た には ノールを生 した H2+CO2 において生 し か た の の

さ た とか Formate-tetrahydrofolate ligase (FTL) と ている 能性 た

で 本研究では FTL を した を し の特性を解 した   
ATCC39073 の ラ ル 性  (dpyrF) を として 生

 (pdul1, pdul2) を するとと に ル ド ドロ ー  (aldh) FTL を

した FTL 化 ノール生  (adlh::FTL:: pdul12) を した 本 の FTL 性は野生

と して 4 上 してお フルクトー に FTL と して

かに上 していた しかし H2+CO2 を基質とした は か た フルクトー に

H2+CO2を ド ー に して した に大 化は か た 本 か FTL
の によ レ ルを向上さ たとして 資化能 の には大 し いと

た  
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 ン キ キ ン 生産 生産

 
，東 ， 研 ， 1，   

（広島大 ・ 物 ，1 産 （ ）） 
 

オレンジ の 性 素で る ンチン ン ンチン の ントフ ル

（XAN）は の に する い 化 を 食品 化 品 の として

い しかし の 源で る化学 ・酵 による発酵生 は コ ト で

るため とは い い ラ ンチ ラ オーランチオ ト は 性

テル ン 化水素に て XAN を生 する さ てお XAN の た 源として

で る 本研究では化学 を いた 発によるオーランチオ ト XAN 生 性

の と る にお る XAN 生 特性の解 を て の生 性の向上を た  
・ XAN 生 能は い 性のオーランチオ ト RH-7 に して 1- チル-3-

ニトロ-1-ニトロ ニジンによ を 発した 上のコロニーを で し

に 化した を して クロ ト ラフで XAN 生 を した の

と して ン ンチンと ンチン生 性 に向上した RH-7A およ

RH-7A-7 を した と XAN 生 の ボロー を 解 したと XAN 生

において トレ 物質の め XAN 生 と トレ の関 さ た

で RH-7A-7 を の トレ で し XAN 生 を解 したと pH
化 トレ の 本 の ンチン生 性を に向上さ る を した  

 

 

 
 ン キ CRISPR-Cas9 ス  

 ， ， 研 ， ， ， ， 1，
2，   

（広島大 ・ 物 ，1 産 （ ），2 産（ ）） 
 

ラ ンチ ラ オーランチオ ト は ロテノイド の機能

性 素の か 化学素 バイオ として 能 化水素 生 する

とか の た 生 生物としての さ る 本研究では オーランチオ

ト では の ノ として CRISPR-Cas9 テ の を た  
・ - ロテン ンチンを生 するオーランチオ ト RH-7A の -

ロテン 酵素 CrtIBY を として ノ の をコロニーの の 化で する と

とした RH-7A に Streptococcus pyogenes Cas9 を で し ン解

で Cas9 発 め た RH-7A-CH を た CrtIBY 上の を とする guide RNA を in 
vitro で し レクトロ レー ョン で RH-7A-CH に した の と

してコロニーの 化した Wc を する と で た HPLC で Wc では CrtIBY の

生 物で る - ロテン の 物の は め ロテノイド生 能を た と さ

た Wc の の ノ DNA 基 を解 したと とした の 1.4 
kb を てた で ま た してお い PAM の 基上 で 本

た と か た 上の とか オーランチオ ト で めての ノ として

CRISPR-Cas9 テ の に したと した  
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 Corynebacterium glutamicum ン 生産

，Alisa S. Vangnai1， ，  大 2，  2， 一  
（ 大 ・ 科，1 ン ン大，2 大 ・農） 
 

 

・ Corynebacterium glutamicum は ル ン ジンとい た ノ の 発酵生

に い ている 生物で る ル ン は 解 の 物で るとと に

ノ TCA の で る チル CoA の 源と る で る 本研究

では C. glutamicum の ル ー を する とで に ル ン を生 し る の に

したので する  
・ C. glutamicum ATCC 13032 を として いた ル ン の 生 を す TCA
の 素 を さ る で る RamA は 特に 化 TCA の 性化に関 す

る で の では TCA の さ た で ramA  
( ramA ) を し ルコー を 素源とした で ル ン 生 を した の

と して 大で 1.8 の ル ン を生 した と の を 生した

で の生 に関 する  (ldhA, pqo, cat, pta-ackA) を ramA で さ を

た の 生 さ に 3.3 に した さ る を TCA と に機能

する に し を た の トクロ bd 化酵素の 発 で TCA
の とと に ルコー 消 の上 ル ン の  (1.2 ) さ た

をジ ー したと 556 mM の ルコー か 341 mM の ル ン を生 した  
 

 

 
 Gluconobacter PQQ

L- ス 化 1， 2， 1, 2, 3， 生 ，
1, 2， 1, 2, 3， 一 1, 2, 3 

（1 大 ・ 科，2 大・農，3 大・ 研 ） 
 

Gluconobacter は ン C 生 に い る ルボー 発酵を ルボー 発酵

には広 基質を 化する ノプロテイン・ ロール 水素酵素（GLDH） 関 する GLDH の

化 は ルコールの に る の水 基 ロ で る ルコールの の

水 基を 化するとい に ている しかし の に い を D- ー

Gluconobacter oxydans の GLDH によ て 化さ る と さ た た は Gluconobacter  
frateurii CHM43 と の GLDH の の を い い かの ルコール ルドー

トー の 化 性を して GLDH の基質特 性を た の に い で る L-
ボー たに GLDH の基質で る と また の 化物 L- ボン で る とを した 水

基を 化する酵素で る GLDH ルドー を 化して ルボン を生 るとい を するた

め 本研究では した GLDH を いて L- ボー の 化を た  
・ 広 ク ーを い GLDH を 発 する G. frateurii CHM43 を し

GLDH の に いた GLDH と ラー を いて L- ボー の 化を た

の で L- ボン 生 で た ラー の L- ボン 生 か た

上よ GLDH L- ボー の の水 基を 化して L- ボノラクトンを生 し 酵素

に 水 して L- ボン 化したと た  
 

－33－



 D-Allulose Acetobacter aceti 生  
大 ， ， 1， 2， 3，  1 

（ 大 ・農，1 大・農，2 大 ・ 合農，3 大・国 ） 
 

 

D-Allulose（Alu）とは D-Fructose（Fru）の C-3 ーで の

た 機能を している Alu を 発酵食品 さ ている しかし 発酵食品の

に する発酵 生物に して す に いては の基 している

までの研究で Alu の で る Acetobacter aceti の 生 を する とと 発酵

の を る と か た 本研究では Alu A.aceti の生 と 発酵 を す

を明 かにする とを とした  
・ A. aceti の生 1 ノールと 10 Alu または Fru を で A. aceti を生

さ た（ を ま い を Ct とした） 後 A. aceti か ATP を し の を したと

Alu では Ct Fru よ ATP していた  
A. aceti の 発酵 と の で A. aceti を した を し 酵素を

酵素 を した Alu での 酵素 の PQQ-ADH 性は Ct Fru よ か た また

ELISA によ 酵素 の PQQ-ADH を したと Alu では PQQ-ADH Ct Fru
よ か た の とか Alu において PQQ-ADH は ン ク質としては発 している

性 の で している と さ た の か Alu による A. aceti の生 と

発酵 は ATP 生 の と PQQ-ADH の 性化 で る と さ た  
 

 

 
 ン ン生産 Streptomyces incarnatus rpoB  

，中島 ， 本 ， ，  （ 大 ・ 生 ）

 

Streptomyces incarnatus 生 する 生物質 フン ンは S- ノ ル-L- チ

オニンの ロ で in vitro では い チラー 性を し  in vivo では RNA イル

の mGppp ン を する機 によ ワク ニ イル ル イル に する

イル 性を す （ 性 LD50185 mg/kg / ）本研究では S. incarnatus よる

フン ン生 の を るために 性化を た すRNA ラー の rif-1 の

を した  
と S. incarnatus の rpoB をクローニン して の ’ 500 bp を した ORF

を ク ーpK18mob に した に rif-1 の 基（D447 S453 H457, R460）の

による を PCR を いて した E. coli 17S-1 による - によ rif-1
の は フ ン ン (Rif) 性とい として ク ーニン で るので

か rif 性 を して DNA ー ン によ ノ 上の rpoB の を した の

フン ン生 はフ ト イオード レイ を した HPLC によ に した 野生

の フン ン生 は - 日 に た 生 物 に か 消 するのに

して rif-1 の H457 R460 の 基を Cys Phe 水性の い 基に した RNA ラー を

ではよ い生 を する特性を した  
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 Tremella mesenterica 生産  
，  ， 1，中 一 2，  1，  

（ 大・農，1 大・国 ，2 大・ 合生 ） 
 

 

ノコ 生 する は い生理 性を す と 明 かと て ている 本研究では

に酵 で に生 し に を生 する ノコ Tremella mesenterica（コ

ニ ワ ）に し 本 の 資化性およ 生 さ る に いて解 を とを

とした  
・ 本 の の 資化性を解 するために 本 を （ 2 ）と Yeast Nitrogen 

Base（1 ）を を いて し に の を した の 本 は

D-Glucose D-Mannose D-Xylose D-Allose L-Arabinose D-Fructose L-Sorbose D-Mannitol D-Sorbitol
およ Xylitol に して資化性を し D-Galactose D-Psicose Allitol およ Glycerol に しては資化性

を さ か た また D-Allose L-Arabinose およ L-Sorbose を した では生 で るま

でに イ ラ め た とか の の によ の 酵素の る

と さ た さ に ジ イ に で る D-Allose D-Psicose るいは Allitol コント

ロールとして D-Glucose を 3 した で本 を し の生 性を した の

の では D-Allose を した において の と て の 生 さ る と

で た 生 さ た の の 解 を ている  
 

 

 

 
10 ン 化  

， ， ， 1，  

（ 大・農，1 大・CoRE） 

 

 

の において 生 性 を い の理 か 上 に

ま ている で の生 には水 水質 で 水質 には 化 の

とさ る しかし の で生 する の では い水 で する

のよ での 生物による ン ニ 化能は い と とさ る で本研究では

水 を し で ン ニ 化能を する の を た  
・ の の 生物 か 生物 プラ チ ク を し ン ニ 化に特

化した を して 15 ・ で を た の ン ニ ・ を

したと 22 日で ン ニ 0 ppm と は 400 ppm まで し

と た の か においての ン ニ 化 の さ た また を

めるに てフラ コの には 物の さ た で 250 400 ppm の 19
25 日 と 400 ppm で いの 47 53 日 の と 物の を ーク

ン ーを した ンプ コン ーク ン によ 解 した 解 の ン ニ 化

に 5%と 物に 26% する と さ た は 化に向 て水を さ

た での ン ニ 化能の を ている  
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11 Cellulosimicrobium sp. NTK2 キ ン キ ン  
大 ， 1， 2， 1 

（ 大 ・農，1 大・農，2 大・産学） 
 

 

チンの 水 解物は 生理 性を 野 の さ ている しかし

の さ の とい た さ ているため チンの は い のと てい

る は までに ニ 物の か 化を 能とする コン トか 性 チ

ン 解 Cellulosimicrobium sp. NTK2 を した 本研究では 本 する チン 解 ン ク

質と ノ の を基に 本 による チン 解と に いて した  
チンを % する で本 を 25 した 70%の チン

を 解した 上 による チンオ 解 性を したと 上のオ は 解さ

た ト オー の 解は に さ たため ト オー を 解し い チン

解酵素を に している と さ た 本 の ノ を解 した の チン 解酵

素の の 明 かと た で に ト オー に して する酵素を した

N,N-diacetyl chitobiose phosphorylase しか か 本 は ト オー を で 解する を

と た は チン 解酵素の 発 を めてお ト オー に関

する酵素の を ている  
 
 

 

 

 
12  

， 1，大  2， 2 
（ 大 ・ 生，1 ・ ャパン，2 大 ・ ） 
 

 

Geobacillus kaustophilus HTA426 は さ た Geobacillus ル

の で る までに は ルトー のプロ ー ー 本 にお る

発 に で る とを した 本研究では HTA426 で機能する プロ ー

ーを 解 を し した  
HTA426 を 60 で まで し を した にして HTA426 を

まで し さ に （42 30 およ 18 ）で およ した後 を

した た か total RNA を し RNA ーク ン 解 （RNAseq）に る とで

で 発 する を た さ た のプロ ー ー と ン

ク質 を し HTA426 の に した たレ ー ー を で し プ

ロ ー ーの発 を した  
と 60 の RNAseq か ョ ク cspB に発 している と

さ た 本プロ ー ーは において 発 していた に て に

に さ る さ た レ ー ー の プロ ー ー で 発

で る とを した プロ ー ーは にお る バイオプロ ク ョンに

か し い  
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13 生 Geobacillus kaustophilus HTA426 化 
， 1，大  1， 1 

（ 大 ・ 生，1 大 ・ ） 
 

 

は Geobacillus kaustophilus HTA426 の 発 を した酵素 を研

究している の では 本 は生 トレ で を上 さ る と さ に

は 上に する の を 発する と さ た 本発 では のよ 本

の 性を総 し の理 に いて する  
と HTA426 を 生物質 フ ン ンと トレプト イ ンを 上で す

ると rpoB と rpsL による 性 発生した 性 の発生 は よ

を に した に の は 特 で る と さ た

DNA の で る mfd を すると と か の 性 発生

に た 本 は 生 トレ を ると mfd の機能 さ

上 する とを している また HTA426 を ラ ル で すると

上を した は で る とを した し

た は た IS0302 に た ン ロ ト解 か IS0302
は か Copy & Paste で する と さ た 上 した は 生 トレ

で さ 性の に る ので る は Geobacillus の

に さ ているのか し い  
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 S- ン ンス SAM3 与

 
， ， 1， 一 ，  1， 2， 

（広島大 ・ 物 ，1 研，2 大・ 生 ） 
 

ル生物を いた解 か 生物 で さ ている と

明 かに る までに は S- ノ ル チオニン (SAM) の 性化 す

る とを した の研究 で に する SAM トラン ー ーSAM3 の を し

sam3 は野生 よ に と る とを した で 本研究では sam3 の

機 を解明する とを とした  
・ ロ ー は酵 か まで さ た 機 で AMPK (AMP-activated 

protein kinase) の 性化 TOR (target of rapamycin) の 性化によ オートフ ジーの 性化

の によ と る で sam3 において酵 AMPK で る Snf1 性を たと

野生 よ い 性を した また TOR の で る Sch9 の ン 化レ ルに いて

たと ン 化レ ル か た とか TOR は 性化さ ている と さ た

さ に sam3 に いて イクロ レイ によ 発 解 を たと 野生 と して

ロ ー で発 さ る  (HXK1, GLC3 ) sam3 で上 していた とか ロ

ー を して している と さ た て sam3 で ントラン ー

ー  (UGA4,TPO4) 発 していた とか ンによる の 能性 た

sam3 と ロ ー およ ンとの関 いて を解 で る  

 

 

 
 Ssg1  

， 1， 1， 2， 一 1， 1 

（広島大・ ，1広島大 ・ 物 ，2 研） 
 

 

チオニン において S- ノ ル チオニン (SAM) は 生 の チル基

として ン ク質 ン 質 物質の チル化 に さ る SAM は チル基

を 後 S- ノ ル テイン (SAH) と SAH は SAM の チル化 を に す

る て SAH 水解酵素 SAH1 によ て かに 解さ る る は sah1 を

し と を す とを した で sah1 の の を に ク

ーニン を し の SSG1 (Spontaneous Suppressor of Growth-delay of the sah1) を し

た SSG1 は し 野生 に て SAM およ SAH を する と

か た の とか Ssg1 は SAM/SAH 関 る で ると し Ssg1 の機能

を明 かにする とを とした  
・ の 性化の に で る と さ ている とか Ssg1 は

の 性化の に関 するか解 を た の 性化を する V-ATPase ( ATP 解酵素) 
コン イ ン A を たと sah1 SSG1 は 性を した さ に V-ATPase

ニ ト VMA2 を し の 性化 を して SSG1 vma2 は と

た の とか Ssg1 は の 性化の によ を ている と さ た

の 性化と SAM/SAH の に いて 解 で る  
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 Ssg1  
， 1， 一 ，  

（広島大 ・ 物 ，1 研） 
 

 

は 酵 の S- ノ ル テイン (SAH) 水解酵素の sah1-1 の

し を す とを した さ に sah1-1 の を する とを

に で る SSG1-1 (Spontaneous Suppressor of Growth-delay of the sah1-1) を した Ssg1-1
ン ク質は において に し SSG1-1 は野生 に S- ノ ル

チオニン (SAM) およ S- ノ ル テイン (SAH) を した 本研究では にお

る Ssg1-1 の機能を明 かにする とを とした  
・ SSG1-1は SAM およ SAH を し に していた とか と 質

にお る SAM およ SAH を 理 によ て解 した の SSG1-1は野生 よ SAM と

SAH 物質と に する と さ た した て SSG1-1は の SAM およ

SAH の を するとい と さ た さ に で する Ssg1-1 において

に関 する フ チジルコ ン生 上の OPI3を した を解 した の

SSG1-1ǻopi3 では にお る Ssg1-1 の 消 した さ に SSG1-1ǻopi3 は

SSG1-1と て の SAH か た 上よ Ssg1-1 は において SAH の

に関 て機能する で ると さ た  
 

 

 

 
 ス ン TOR 合  

， 一（広島大 ・生物圏） 
 
 

 

 
 TOR (Target Of Rapamycin) は酵 か トにまで 生物において広 さ たプロテイン ー

で と機能の る の TORC1 と TORC2 を する 酵 において Tor2
の として機能しているため TORC2 と TORC1 の に ル トワーク

する 能性 る の は 明で る は TORC2 TORC1 を してお

の に Ypk1 の 性 関 している とを した で 本研究では Ypk1 を した TORC2 に

よる TORC1 の の ニ の解明を とした  
・  

 Avo3 は TORC2 の の と で の  (avo3-30) はラ イ ンに して 性を

す Ypk1 は の の Orm1/2 を する とで フ ン 質生 の テ プを に し

ている とか フ ン 質の で る フ ン イド 基（フ ト フ ン ン PHS）を

に し avo3-30 のラ イ ン 性を した の PHS の にラ

イ ン 性 した の は フ ン 質 の TOR を を

たしている とを している  
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 ス ン Com2  
， 大 ，  1， ， 中 ，  

（ 大・農，1 大 ・ ） 
 

 

は ラ ド 機 の解 を として ラ ド 酵素 Lag1/Lac1 の

ニ トと る LIP1 をド イク ン (Dox) に発 の 能 Tet-off プロ ー ー

で した Ptetoff -LIP1 を した た の で lip1-1 において Dox
フ ン 質 で る Myriocin に して い 性 た の lip1-1 の

Myriocin 性を する を ルチコ ーライ ラ ーによ を たと をコ

ードする COM2 を した COM2 発 は lip1-1 の 野生 において Myriocin に

して い 性を した com2 は Myriocin に 性を した 本研究では フ ン

質 に関 する Com2 の機能の解明を とした  
・ com2 Myriocin に 性を した とか Myriocin 理 にお る Com2 の

を解 したと Com2 は Myriocin 理 において 質に を し Myriocin 理によ て

する と 明 かに た また フ ン 質 の 発酵素で る ン ル トイル

トラン フ ラー の ニ ト Lcb1 の発 を解 したと COM2 発 おいて Lcb1
の発 していた の か Com2 は フ ン 質 に レ ルで関 している

と さ た い とに Com2 は フ ン 質 に ー Ypk1 による ン

化 を してお TORC2-Ypk1 の た で る と た  
 

 

 
 Sur7 family ンパ Pil1 eisosome 協 ，ス ス

与  
， 1， 2， 2， 中 1， 1 

（1 大・農，2大 大 ・ ） 
 

酵 ド イン MCC (Membrane Compartment occupied by Can1) には に した を

する eisosome する の によると 酵 の eisosome は の の に する

の ーバーとして機能する とで を いでいる と さ た 酵 eisosome の

機能に いては 明 かに てい い eisosome には 23 の ン ク質 する と

てお の には 機能 の の ン ク質 する の

ン ク質は Sur7 family と Nce102 family に いに い 性を する とか

した機能を と る の 機能は 明のままで る 研究 において Pil1
とSur7 familyを さ た  (pil1  sur7-family ) を したと の では

い ・ トレ 性 た  
 本研究では Pil1 と Sur7 family の を し トレ において の 性 (PMI: 
plasma membrane integrity) を した の では トレ 理 において

た は pil1 およ sur7-family では さ か た の とか Pil1 と Sur7 
family ン ク質は に トレ に関 している と さ た また の

の 性 してお の て したい  
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 S. pombe CoQ 化ス ス 受  
， ，  （島 大・生 科） 

 
 

 

 コ ン イ Q（CoQ）は の として機能する では 化 を

と ている 酵 S. pombe の CoQ は での生 sulfide の発

生 を し 化 トレ 性 す と てお の は テ

イン（Cys） ル チオン（GSH/GSSG）の によ に する また CoQ では

化 を Cys ル チオンの してお 化 トレ 性を す の と

る で の 化には 化物質の ー ーオ ドジ ー （SOD） ラ

ー の 化酵素による 性 素 （ROS）の消 で る 本研究では 酵 の CoQ
と の を いて 化 トレ 性と ROS の発生を した  

 酵 CoQ は 化水素（H2O2） ラコート（PQ）に して 性を した

の ROS に 化は か た Cys 酵素 （cys1a） では H2O2 PQ に し

て い 性を し 特に PQ 理で の ROS に していた ル チオン に

関 する gcs1 の では CoQ よ H2O2に して い 性を し ROS の発生 で

た PQ 理では 性を す のの ROS の は さ か た また sod1 では H2O2

PQ と に い 性を し ROS 発生していた sod2 においては H2O2 PQ と に い

性を した PQ では ROS の発生は と さ か た  
 

 

 
 S. japonicus CoQ  

 ， 月 ， ，  （島 大・生 科） 
 
 

 

・  コ ン イ Q (CoQ) は の で 化能を 物質で

る トと CoQ10を する 酵 S. pombe に して 酵 S. japonicus は S. pombe よ
大 42 の で 生 能で る の CoQ10 で S. pombe の CoQ
よ い 化 トレ 性を す まで の の CoQ10 S. japonicus の性質に のよ

に しているかは明 かに てい い で S. japonicus の CoQ を し のよ

を すのかを る とを とした  
・  S. japonicus のプレニル基 酵素 で る Sjppt1 を した を した

した を いて CoQ を たと CoQ で る と で た さ に

において生 を た 野生 と の生 を し S. pombe の CoQ の にお

る生 を に する テインを て S. japonicusの野生 とCoQ に生 の は

か た 化 トレ 性を るために 化水素と Paraquat (PQ) を た で生 の

た 野生 と CoQ に生 の は か た に S. pombe と S. japonicus の
の野生 と CoQ を いて生 を たと S. japonicus の野生 は S. pombe の野生 と

て では 日 で生 大 した においてはか かに生

していた S. japonicus の野生 と CoQ の生 に いて している  
 

－41－



 ン Vip36  
， ， ， ， 中 （ 大・農） 

 
 

 

を特 に するレクチンの には で ー レ プ ーとして機能する の

物 では の に VIP36 さ ている しかし VIP36 によ て さ る ー

ン ク質は さ ている のの を する機 VIP36 の 化機 機能に

いては 明 い で 物 と した を 酵 を いて 酵

ロ Vip36 の と機能を明 かにする とを とした  
・ 酵 では ト VIP36 と 20%の 性を す ロ Vip36 する

ジ ジン チーフ 特 ド インを していた のため 酵 Vip36
ト VIP36 と に で し ー レ プ ーとして機能していると した

で GFP を した Vip36 の を したと GFP-Vip36 は に すると

た で Vip36-GFP は に していた  
また Vip36によ て さ る ー の をお たと vip36 では で機能するCpy1

でプロ さ てい い で している と 明 かに た Cpy1 は

でプロ さ る と ている に vps では Cpy1 して

しま vip36 では してい か た の か Vip36 は -トラン ルジ

トワーク にお る Cpy1 の に関 していると る  
 

 

 
10 Reb1 研究 

一，  （広島大 ・ 物 ） 
 
 

 

ンドルチ ク イント (SAC) は において を ている 研究

では 酵 RecQ ー Rqh1 の ー 性 rqh1-hd において HU (dNTP ) 
理後に SAC 性化 rDNA ン ク reb1+ によ 性化 さ る とを発

している また rqh1-hd は HU の TBZ ( ) に 性を し の 性 reb1+

によ さ る と 発 している の Reb1 に いてさ る研究を い

た を る とを とした  
・ 研究 では までの か rqh1-hd においては Reb1 およ

SAC の 性化およ HU+TBZ 性を してお は rDNA に して

いる また reb1+ によ は し の るとい ルを していた

本研究では rDNA に しているので rDNA は に で ると

るため の 性の およ を た の では rqh1-hd にお る rDNA の

性は reb1+ によ て すると ていた に して reb1+ によ 性は 大す

るとい た Reb1 は に さ ている rDNA において フ ークと の を

をしているため reb1+ によ て フ ークと の によ て rDNA
の 性 大した のと る  
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11 与  
，  （広島大 ・ 物 ） 

 
 

 

 は の で をとると ている の では

ントロ は の に る ンドル （SPB）にクラ ーし テロ は 上にクラ

ーする ンドル （SPB）と ントロ は に に て する と

ている 本研究では ントロ と テロ の に を る の と解 を

とで の の 機 を明 かにする とを とした  
・ ントロ を するため SPB で る Sid4-GFP を発 さ た また テ

ロ か 80kb た sod2 の に lacO を LacI-GFP を発 さ る とで か

の テロ を する 酵 を いた さ に ントロ ・ テロ の を す

るため を Gar2-mCherry で した ルコー  (10%) ルコー  (0.04%) 
を いて ・解 を たと ントロ の MSD は ルコー に ルコー で

し した の とか ントロ の は ルコー に する と さ

た で テロ の MSD は ルコー ・ ルコー で を した また ント

ロ の MSD は ATP を る とで し したのに し テロ の

MSD は の を にしか か た の とか ントロ と テロ の

は に さ ている と さ た  

 

 

 
12 （K7 ） 別 SNP

 
1, 2， 島 1，  1, 2（1 研，2広島大 ・ 物 ） 

 
 

酒酵 の は かい （K6: ） K7 K9 K10 の

で K7 ループと さ ている の のニー は までに生理 性質

を した （STR）を した DNA ー ーの て た で

は で か 性の い の には てい い に K7 ループの は

に めて 関 に る と 明している は K7 ループの の の ノ を

NGS を し してお 本研究では を した SNP ー ーの と を とした  
・ の ノ をイル HiSeq によ 解 フ レン （K7）に ン し

て た の ー ー を い 基 で る K6 K7 15 K9 18 K10
の で の とに る SNP の を て 424 の SNP を として た

で の のは の で た の 性は い の には

で テロ の SNP する ととした SNP の の SNP の ノ

上の 関 を し 12 の SNP を とした SNP イ ン には 解 解 （HRM）

を いる ととした ノ の上 44 ノ 解 の K7 ループ 77 を に イ

ン を い ー ーの 性の を ととしている の後 性 さ た ー ー

を いて K7 ループに する のい かの に いて を る で る
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13 Flammulina velutipes  
， 本 ， ，  （ 大・農） 

 
 

 

研究 では Flammulina velutipes（ ノ ）の を する と

し い の 解 か F. velutipes の には の に生 するラ ー （特 の イ

イ ） 関 ているのでは いかと している で本研究では F. velutipes の
とラ ー の関 性を明 かとするため ラ ー の として る イオン

の F. velutipes のラ ー 生 と に す に いて解 を た  
・ F. velutipes の には かと を とする を した また F. velutipes

の は の 後 を 23 か 15 （ 理）さ る とで

た 解 の F. velutipes の にお るラ ー 性は 理を する とで

に上 し の後 してい CuSO4 の では 理後のラ ー 性の上

CuSO4 に 大した また F. velutipes の 発生 において CuSO4の に

まる 向 さ た さ に F. velutipes は のラ ー イ イ を生 する とか

Native-PAGE・ 性 を いて イ イ レ ルでの解 を たと した特 の イ

イ は の CuSO4 に して 発 している と さ た CuSO4 の

に いてさ に解 を めている  
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 物 中  
， ， （広島大 ・生物圏） 

 
 

 

レトルト の食品は ・ に るため の物性は の とと に 化して

いる と さ る しかし の食品の を に する は さ てい い

で本研究では レトルト の食品（トレー ）に して か に の食品の

を する を した として イン ー ン に し イン ー ン

の クトル の （p ）によ の を した  
・  水生 （ し は ）と水をトレー に し とした に

したフ 素 と の LCR ー を ー ルで する とによ 物性

を た に を し か までの 物性を とに した

を 化さ たトレー か の を し さ とした 機を

いて を 20 まで し さ を た 水 理を した を する とによ て

の で したイン ー ン の 能で た トレー の p は

に の とと に していた の 化は の 化（ 化 し は の ）

で ると さ る また る の の さ の とと に していた p
と さの関 を たと の には に い 関 た の は トレー

の をレトルト で に る 能性を している  
 

 

 
 受 中 研究 

本 ， ，  （広島大・生物生産， 広島大 ・生物圏）

 
 

 

に の 大 は ・ ・ の で と解 さ の に品

質の 解 を い の では 大 の の を いる の

性 した 物の に る のため 物を し い の

め ている で 本研究では を した の に いて を た

・ オを 水解 した後 の に し （ 860 mm×
さ 64 mm ）と （ 830 mm× さ 64 mm ）とした を 120 20 で

し とした 能 機に ト の （ 15 mm さ 3 mm さ

100 mm の ）を した を の を た に V
の を した では の に さ の を し の を た

後 た と による の によ を た の 70 40
の に している と 明 かと た の では に た

およ の 能で た を した では と の で  40 70%
の の  に発生する の  ・ に た の 展

で る と 明 かに た 上の とか ・ の およ フ レー に

で る 能性 さ た  
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 ン パ 物  
，  1， 1（広島大・生物生産，1広島大 ・生物圏）

 
 

 

 レトルト チ 食品の さの は による で ている しか

し よ 品質 品を するためには 品 ましい で 本研究では ン

ーを した レトルト チ 物の さ の 能性を した  
・  る物性の食品 を いて ン ーの を した

の 機の テージに いた ン ー上に を し 60 mm/min で した

ン ーで た と 機に たロード ルか た

を し ン ーの の で る とを した また

ン ー上に の を 化さ を したと の の を に

る と 明 かに た に の を い ン ーで め

た での 性 と の さとの 関関 を した の には い の 関性

（ 0.9037） め た に いて の を たと の 関性よ

は かに い のの の 関性（ 0.8522） め た 上の か

ン ーを いる とによ チ の の食 の 性 を する と で また 性 と

との関 か 食 の さを に で る と 明 かに た の はレトルト

チ 物の さ に で る 能性を している  
 

 

 
 物  

， ， （広島大 ・生物圏） 
 
 

 

の 学 物性は コ とい た の品質を する 素で る また

の で の物性は大 化する と ている した て の品質を 理・ するため

には の 物性 に て る しかし の 機を いた物性 で

は の に を す の 物性 は で る で本研究で

は の の で る に し に した の を する とで の物

性 化を に る を 発する とを とした  
・ として した を した にロード ルを た の

機を し を に る を した には と の

にロード ル る の 化（ ）を に した また の に

お る （ ）の物性 として 機を いて を た  
には と山 で た の には の に い する 向

た においては の ーク までの の に

い する（ か る） 向 た の 関関 を したと の

関 め た 上の よ にお る の を する とで にお る

の さの 化を に る 能性 さ た  
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 化 化

・  
 ， ， （広島大 ・生物圏） 

 
 

は 酵素を いて食 を 化さ る で 食の として さ

ている しかし 酵素 理 食 の さに す に いては に明 かにさ て

い い と で の食 の さ では の ため の 化を

に する とは で る で本研究では の 性 を いて

理を た の にお る 性 化を に し によ て め る さ

との 関 を した  
・ の に して 理 を いて を い を

とした 性 に ー を た ル ニ を し と

水を で を い の 性 を た 性 では に して

の を し た ージ か 性 ラ ー （E’ E” tan ）を

した さ に で 理を た の 特性の 化を 機によ した 酵

素 理 の に い の 性 （E’）は した また の に い E’は
し の後 の を した の E’の 化と 特性の 化を したと には

の関 め た 上の よ 性によ 理を た の

にお る さの 化を に で る 能性 さ た  
 

 

 
 キ 物 与  

， ， （広島大 ・生物圏） 
 
 

 

 本研究では 理 に 水を い の後に する によ 生

を する を した の では 水によ の 生 さ

の さ ると る また 生 の解 後の を する として イン

ー ン を した イン ー ン は 生 の を する物理 の で

か での 能で るとい る 本研究では （ と

水後 ）の い の品質に る に いて する とを とした て

イン ー ン による の品質 の 能性を した  
・  として 広島 の を いた では 2 3 5 7w/v ( )

の 水で 水を い の後 た 水と に に し -20 -25 に した

で を た また として イ レー を した を した

の では のイン ー ン を か 後に い は 後まで

に を た のイン ー ン の クトル を いて解 を た

は よ いイン ー ン を した では 水 の い

いイン ー ン を した 特に 水 2 の に い を した
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 合 物 与  
 （ キ（ ）） 

 
 

 

 の で る「か お ク」のボ ー の た の

物性 に のよ を ているかを して た の上で の と 性

に い 関 め た は の の 性 に る を

る とで の に いて した  
 の において で る を にした を いた は

の に に るよ に さ に の さで の を にし の

を る とで の （ の に ）の る の を し の

の 性と を した  
 の （ の ） さ る の の 性 は大 る

の 関 め た また に さ る さ た のボ ー

た の 性 と に 関 た とか 性

と する と め た す さ ると での の

するとと に と に るために 性 大 ると し

は の の の さに を る と さ た  
 

 

 

 
 与  

，日 ， 1， 2， ，  ， 
大 一 3，  4， 4 
（ 大 ・農，1 大 合・農，2 大・農，3 ，4 ） 

 

オ ー の  (OLF) を 2.0% を した  (オ ー チ) は
で で る OLF に いて OLF イの ている しかし

OLF に る の は の た にOLF る は明 かで い

で 本研究では OLF イ の た に る の解明を とした  
・ OLF を した  (25 日 ) と イ (115 日 ) と として OLF
の を した と イを生 か 後 し を し に した

日と 1・3 日 4 で した の をレオ ー ーによ て

した の 日の OLF の は よ か た さ

に OLF は して さを してお 化しに い と 明 かに た また OLF
イの 日は よ 後 の さを する と か た

OLF を いて た 向上した を た の 質 質はクロロ ル ・

ノールによ て し を 後 質 を した OLF は 質 には を てい

か た のコラー ン を 後 ル 水 解し ノ の ドロ

プロ ン (Hyp) を し Hyp か コラー ン を した コラー ン は OLF
に か た 上か OLF には の を で る と か た  
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 ン ン ン ス 化 化 

島 ，中 ， 一，  （ 大・農） 
 
 

 

まで とさ ていた ル ン （PGA）のプラ チ ク化に した PGA イ

オンコンプレ ク （PGAIC）と た の 素 は PGA の い 性と ・ イル

性を ている しかし では の能 を に発 で い と と てい

た PGAIC のさ る 化 ま た で の PGAIC の ン ー ート ーにト

ローチの として る ン ニ の 化 ニ （DEQ）を と

して する とで PGA DEQ を るに た PGAIC を かに する PGA DEQ
の化学 性と 能 に いて する  

・ ま の 機 に する PGAIC の化学 性を した ルコー

ル クロロ ル に で たのに し PGA DEQ は した ての 機 に して

性を した いで PGAIC の 性能を した PGAIC をコーテ ン した を

（ 機 ）に した後 大 に し の を た

では に機能 る PGA DEQ の い とに 能 め

た また （TG）の PGA DEQ は よ た 性（ 250 ）を してい

る と pH では 広い pH （2.5 12）で 能 た る と 明した 上よ

PGAIC の 機能化と 化の で で たと る  
 

 

 
10 食 ス  

， 1， 1， 1， 1 

（ 大 ・ 産，1 大 ・食 科学） 
 

 

レル ー レル ンのトロ オ ンは 物において い 性を し

広 に する レル ンとして さ ている において に ま

てお と 性の いトロ オ ンを すると レル ー の

食には レル ー発 ク と さ る で本研究では 理 に ま るト

ロ オ ンの 性と に いて し レル ー クに いて した  
の （イ イコ チ ト ラ ）を し

に いた を 1 g と FA テ ト 「ニ イ」を 19 と るよ

25 で 15 した のを とした の トロ オ ン ン ク質

は FA テ ト EIA- 「ニ イ」を いて め を とに 食 の レル ン総

を し ク した て ン ク質の を ン ロ ト で解 した

の トロ オ ン ン ク質 を した ての で食品

で る 10 ppm を上 た はイ では 209.263±138.213 ppm イコの では

18.863±14.437 ppm チノコでは 128.343±17.281 ppm では 62.143±17.976 ppm で た

トロ オ ン を いた ン ロ ト解 において す ての で 35 kDa に特

バンド さ た  
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11 ン ス Cyp7a1  
， ， ， ， （ 大 ・食 科学）

 
 

 

ンはイ コ テ イ の に ま ている ノ の で る

ンには の機能性 るとさ の のコレ テロールの は広 ている

しかし ンによるコレ テロール の しい機 に いては明 かに てい い 本研

究では の farnesoid X receptor (FXR) ルに し ン によるコレ テロ

ール 化酵素で る CYP7A1 の発 上 機 を明 かにする とを とした  
・ の 性野生 およ Fxr に 2% ン 水を 10 日

さ た 10 日 の 後 と 上 およ の 物を した 野生

の Cyp7a1 の mRNA レ ル ン で に上 した Fxr では上 し

か た で Fxr で Cyp7a1 発 の で る Shp Fgf15 の mRNA レ ルを解

した で Shp の mRNA レ ルは 化し か た 野生 の Fgf15 お

よ Shp の mRNA レ ル ン で に した 野生 の の総

およ は に 化し か た 上 の総 ン

で に した の か ンは 上 の レ ルを さ Fxr
ルを さ る とによ Fgf15 を して Cyp7a1 の発 レ ルの上 に関 する

能性 さ た  
 

 

 
12 

 

， ， ， ， （ 大 ・食 科学） 

 

 

は の機能性を する と てお では を した機能性食品

発さ ている のため の機能性に いては 研究 さ ている しかし の機能

性発 にお る の 質 と の との関 に いては には明 かに

てい い で本研究では した かま を を の 質レ ル を

す 性 ルの farnesoid X receptor (Fxr) に さ ト ド (TG) 総コレ

テロール (TC) ン 質 (PL)  (NEFA) の 質レ ルと の に

いて解 した  
0% 2.5% 5%の を した かま の を AIN-93M と 50%の

で して の を した の を Fxr に さ た を解 後

の 質 と を した には クロ ト ラフ ーを いた  
質 に いては かま の と で の め NEFA

し PL は した では NEFA PL は TG と TC した に い

ては と で の め n-3 の した では イコ ン

ン を と の した 上の とか 性 ル の 食品

の による 質 と の は と の で る と さ た  
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13 化 ン ン  
， 本 （ 大・農） 

 
 

 

は に い食品として で さ て た 物で か の

よ に いと ている ントラ ン は ントラ ノン で に

は ま い に特 化 として ている[1] の 化 は

の に している とか の に 化し すい 能性 る 本研究では

ントラ ン に する （明 ）と （ ）の およ の （食品

）での に いて した  
・ の研究 ループで ・ して た に を いた

理（明 ）を 0 35 日 で た の ントラ ン の 化は め

か た の 向 た に ル ロ ク を いた 理（ ）（150
170 190 およ 200 ）を 0 60 た の 150 と 170 での 理において

化は か た 190 と 200 での 理において の め

た 後に の （食品 い ） の ントラ ン

を したと ・ した と して の では に

い と さ た  
[1] T. Furumoto, K. Nishimoto, Biosci. Biotechnol. Biochem., 80, 350-355 (2016). 
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 パン 化  
， 1， 2， 3，  

（ 大 ・農，1 ・産 研，2（ ） ，3（ ） パン）  
 

 

・ 食後 の上 は の の で 水化物 食品の

で る 本研究は 水化物食品で る ンに いて 消化性 よ 食物

を するは か およ ルテンを の と する とによ 質化を  
した ンの食後 上 をラ ト 口 性 によ る とを とした で

化のための ド を 化さ たため ルラー の による 解による ン性の向上

化に る した  100 A は か  50
消化性  30 ルテン 20 およ  B  A に ルラー 0.1%を の 
に いて 食 ンを ンした SD ラ ト を 日 で  後

食し ン 物（30 ルー）を 1 または 0.5 g さ または

に を し にて を した（ ）  0.5 
g さ た  A およ  B で の上 A では 30
に B では の よ に い と た は A およ B と

よ に い と た 1 g した の と た 上よ は か

およ 消化性 による 化は 上 を し ルラー は を さ る と

か た  
 

 

 
 ン  

本 ， 1， 2， 3，  3, 4， 1 

（広島大・ ，1広島大 ・ ，2 大・生 学，3 研， 
4広島大 ・生物圏） 

 

酒 には ン 機能 ま てお の 化 に いて を め

ている ニコチン ド ノ クレオチド（NMN）の 化 明 かにさ た とか の

で るニコチン ド（NA）に の るか か を めている 本研究では

に 機能 に する に いて 化 を いて した  
・ 化 （SAMP8）に NA （0.1 mg/ml）を 口 し 60 まで した

の に と （ ・オープンフ ールド ・ 物 ・明

・ ）を し 機能の を た また に いては （ ロイド

トラン イレチン（TTR） ）によ した の に いては は

か た のの NA の い 向 た また に いて NA の

さ ていた には は め か た かの において の に

た とか NA によ 機能 さ た と さ た の では での

TTR ロイド の に た の か NA は での ロイド を し

機能 を す と さ た  
 本研究は SIP（ イノ ー ョン創 プロ ラ ）「 水 創 」によ て し

た  
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 食 物  
， 大，  ， ， 本 月， ， 
， 一 ， ， 1 

（ ・生化，1中 大・ ） 
 

は トの の 質 さまざま 機能を する と

ている は の 食性 物か ・ した ト口 KB に し

性を する とを して た の に いては in vitro ・in vivo
においてい かの る の 機 に いては 明 い 本研究では KB

の か ト大 DLD-1 およ HCT-15 を いて を する の 機

の を た ・ 後 PBS で した を に 1%
後 し を たる として の生 およ 化を た の

か した の 口 およ 大 のい に

を す と 明 かと た の を する は M1 K1 Z2 の 3
を ていた はい Enterococcus durans と さ また に か さ た

い は Pediococcus pentosaceus と さ た の に いて ラ ー を いた

によ を し に を したと によ る に 性

た また の化学 - の を い の を

したと E. durans と 明している に いては 化水素生 と

関 している と さ た た P. pentosaceus に いては の機 は てはま か た  
 

 

 
 Benzyl isothiocyanate enhances glucose uptake and lipid accumulation via 

PI3K/Akt signaling pathway in 3T3-L1 adipocytes 
Ying Liang， ， ，中 ， ， ， 

中 （ 大 ・ 生 ） 
 

[Objective] Adipose tissue plays an important role in the regulation of glucose uptake and lipid metabolism. 
Adipose tissue dysfunction in obesity and lipodystrophy is closely related to incidence of type 2 diebetes. Benzyl 
isothiocyanate (BITC) is an isothiocyanate (ITC) derived from cruciferous vegetables and papaya seeds. In this 
study, we investigated the effect of BITC on glucose uptake and lipid accumulation in 3T3-L1 adipocytes. 
[Methods and Results] Mouse 3T3-L1 preadipocytes were differentiated using the media containing insulin, 
dexamethasone and 1-methyl-3-isobutylxanthine. The quantification of intracellular 2-deoxyglucose (2DG) level 
was done using a fluorometric enzyme assay. Lipid accumulation in adipocytes was determined by the Oil Red O 
staining. We observed that BITC significantly potentiated the glucose uptake and lipid accumulation with the 
enhanced phosphorylation of PI3K, Akt and ERK. LY294002, a PI3K inhibitor, impaired the BITC-enhanced 
glucose uptake, lipid accumulation and Akt phosphorylation. Although PD98059, a MEK inhibitor, attenuated the 
enhanced phosphorylation of ERK, it did not inhibit but rather enhanced the BITC-induced glucose uptake and lipid 
accumulation. These results suggest that BITC increases the glucose uptake, possibly through the promotion of the 
PI3K/Akt signaling in 3T3-L1 adipocytes. 
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 Methyl- -cyclodextrin potentiated the BITC-induced anti-cancer effect through 
modulation of the survival pathway in human colorectal cancer cells 

Qifu Yang，中 ， ， ，中  

（ 大 ・ 生 ） 
 

Isothiocyanates (ITCs), derived from cruciferous vegetables, have a potential to suppress the cancer cell 
proliferation. Benzyl isothiocyanate (BITC), one of the ITCs, exerts the antiproliferative effects by inducing cell 
cycle arrest and apoptosis through specific pathways in various human cancer cells. Cholesterol plays critical roles 
in maintaining the plasma membrane fluidity and permeability. It is also important for membrane trafficking, cell 
signaling, and, lipid and protein sorting. Methyl- -cyclodextrin (M CD) is the most effective agent for removal of 
plasma membrane cholesterol. M CD can increase the membrane permeability by deleting cholesterol from the 
plasma membrane, and enhances the susceptibility of cancer cells to anti-cancer drugs. Our objective is to reveal the 
modulating effects of M CD on the BITC-induced antiproliferation in human colorectal cancer cells. 

・ M CD dose-dependently increased the cholesterol level in the medium, possibly through its removal 
from the plasma membrane. Next, we examined the effect of the nontoxic concentration of M CD (2.5 mM) on the 
BITC-induced antiproliferation using an MTT assay. The pretreatment with M CD (2.5 mM) significantly 
enhanced the BITC-induced cytotoxicity and apoptosis induction in human colorectal cancer cells. Although BITC 
activated the PI3K/PDK1/Akt pathway, M CD dose-dependently inhibited the phosphorylation level of Akt.  
These results suggested that M CD might potentiate the BITC-induced anti-cancer by inhibiting the 
PI3K/PDK1/Akt-dependent survival pathway. 

 

 

 
 ン  

，Liang Ying， ，中 ， ， ， 
中 （ 大 ・ 生 ） 
 

 

ンジルイ チオ ート (BITC) は ラ 科野 に するイ チオ ートの

で 解 の 機能を する と さ

ている の研究 ループは の特 を する 3T3-L1 を いて BITC の

に する を している の は の発 を した ルコー

の によ さ る しかし BITC の ニ に

のよ を るのかに いてはいま 明 い で本研究では 化 にお る

BITC 理の の を明 かにする とを として ルコー で

化 に関 する ン ク質の発 に する BITC の を した  
・ 3T3-L1 を 化 化 にて し と

化さ た ま BITC による を するために 化 に した に BITC
を した の後 化 に して を し を Oil Red O を

いて した また ルコー トラン ー ー4 (GLUT4) の 発

を した の 化 にお る BITC の 理は に を した また BITC
は GLUT4 の 発 を する で ルコー した

さ に上 に する ル を解 で る  
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， ， ， （ 大 ，農） 

 
 

 

日本の は 上 している 食物によ の で 性に

と て に る と さ る までに クロ の には

る と さ ている で 本研究では クロの 資源で る に した

に いて ル ン 性 の フ ンと し 性の を た

・ の 性は ル ン 性 (MCF-7)と HER-2 性

(SK-BR-3)の イプに いて CCK-8 によ た は 10% (FBS)
RPMI-1640 を い 37 CO25%の で を た では は 10%FBS
RPMI-1640 を いて 2 103 cells/well した 24 後 DMSO( 0.1%)で 解した (

0 250 µg/mL の で の を )を 10 µL/well した には クロの

の QuEChERS 物と として トロ ン を する フ ンを いた

72 後 CCK-8 によ ル ン生 を し 生 を めた の

物で 生 の の に して に い

で た 物の 性を す IC50 を したと MCF-7 に する IC50 は 105.3 µg/mL
に た は フ ンの IC50 と い で 1.2 の で は

資源 と た  
 

 

 
 ン 化ス ス  

， （広島大 ・生物圏） 
 
 

 

・ 上 の イトジ ンク ョン（TJ） は 物に するバ と

して で の は を基盤とした の発 に 関 する までに た は フラ

ボノール の フ ノールの で る ル チン TJ バ を さ る とを してい

る 本研究では バ を す 化 トレ に した 上 を いて ル

チンおよ の （ ル チンと水 基の る）による TJ バ を した

・ Transwell テ に した ト 上 Caco-2 を 化 トレ （ 化水素 H2O2）

に したと TJ バ の で る 上 TER 大 した に

よ TJ の ZO-1 claudin-3 claduin-4 の を したと H2O2は のラフ ン

を してお バ と関 た で ル チンを さ た Caco-2 では

化 トレ による TER とラフ ン 明 に さ た また ル チンは H2O2 による

p38MAPK の 性化 した ル チンよ 水 基 の い 3- イドロ フラボンとフ チン

TJ バ と p38MAPK 性化を した の水 基の の る ンは を

さ か た の よ ル チンは p38MAPK 性化と のラフ ン を て

化 トレ か TJ バ を する と の には ル チン るいはフラボノール の

水 基の と を と さ た  
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 Streptomyces rochei 生産 SRB 生合

 
島 ， ， （広島大 ・ 物 ） 

 
 

Streptomyces rochei は 生物質ラン イジン（LC）およ ラン イ ン（LM）を生 し

の生 は ル Streptomyces rochei butenolide（SRB）によ て に さ ている

研究 では までに SRB1 およ SRB2 の化学 を決 してお は S. rochei の SRB
srrX にコードさ ていた か した生 を に 生 の解明を してい

る は までに 6 の 化 に関 する と 明 かと た srrO (P450 ノオ ー

) のさ る機能解 およ srrG（ 酵素 ）の解 を た  
・ SrrO 発 ク ーを  S. lividans の 質 に 6’-deoxo-SRB の (1’R) (1’S) 
物を し 生 物の 化を ラル HPLC 解 によ て したと 性 と

の で SRB に さ た の とか SrrO は C-1’ の 化学に で る と か

た SrrG は によ 生物質生 消 した とか 本 物の SRB 生 の関

さ た また SRB 生 （ srrX ）との によ て 生物質生 する とか

srrG SRB の を生 している 能性 た で  30L の チル

物を ラ によ て し バイオ イを とで の と 決 を た  
本発 では の を する  
 

 

 

 
10 ア キシアルケン化合物 KA57-Aの生合  

本 ， ，Yosi Nindita， ， 本 1， 
1， （広島大 ・ 物 ，1東 大・ ） 

 
 

 
 Streptomyces rochei 7434AN4 は において の チド 生物質ラン イジン

（LC）およ ラン イ ン（LM）を に生 する LC・LM 生 およ プレ ー

srrB に を た  (ǻsrrB ǻlkmE ǻlkcF-KR1) では 生 の ル ン化

物 KA57-A の生 で 学による の に した 本化 物は

を してお ル ン化 物 (maniwamycin) において Quorum Sensing 性を

した さ てお 生 生理 性の か 大 い  
・  

 本化 物は C10H20N2O3の ル ン化 物で Quorum Sensing 性を したと

Chromobacterium violaceum を IC50 500 Pg/ml の で する と か た さ に ーク

ン ー解 か S. viridifaciens の 化 物 valanimycin 生 クラ ー (vlm) と い

性を すクラ ー S. rochei 上に で た で KA57-A 生 において Hexylamine 
の水 化 に関 する azxH の を し 物解 を たと 本 物の

生 の関 明 かに た 本発 では azxH に ー 酵素 の

の 物解 に いて する  
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11 Streptomyces rochei 化合物 生合  
， ，  ， ，   

（広島大 ・ 物 ） 
 

 

 Streptomyces rochei 7434AN4 は に 2 の チド 生物質ラン イジン（LC）
およ ラン イ ン（LM）を生 する 研究 では LC 生 研究の で生 の

を している の で lkcA  (FS18 ) は LC を生 ン イ ンと

トレオジオールを 生 していた で本研究では 化 物の生 クラ ー（pem ctr）
の特 と による 化を す

・  
 トレオジオール生 の特 およ 生物 性 

 オレオジオール生 には の S- ノ ル チオニンの関 るため C- チル基

酵素 ま る PKS クラ ーを したと した ま ン イ ン生

クラ ー の SRO_7330 の を した した  (NY01 ) を と

したと トレオジオールの生 てお トレオジオール生 の関 さ た

 ン イ ン生 にお る水 化酵素の機能解  
 pem クラ ー上において 3 の P450 水 化酵素（pemC pemD pemI） さ ン

イ ン チドの C26 C1 C14 の水 化に関 する と さ た の

を し 水 基の生 オ ン イ ンの生物 性を解 している  
 

 

 
12 D- ス生  

， 1， （ 大・農，1 大 ・ 合農） 
 
 

 

は D- ラ ノー  (D-Ara) Cenorhabditis elegans の を する とを

している しかし の ニ は明 かでは い D-Ara の 性は D-フルクトー

 (D-Fru) で 消さ る D- ルコー  (D-Glc) では 消さ い の とか D-Ara
（ るいは の 物 D- ラ ノー 5- ン （D-Ara-5P））は 解 酵素で る ー  (HXK)
と ルコー ン イ ラー  (GPI) に して 性を 能性 ると た の を

するため ま の酵 酵素を いて を た  
・ HXK 基質 D-Glc と ATP D-Ara 酵 HXK (Sigma) MgCl2を Tris-HCl

で さ た (pH 7.5, 30 ) 生 した ADP を HPLC で し を解 した D-Ara は
酵 HXK を し い と 明 かに た また D-Ara 酵 HXK の基質に い と

した GPI 基質 D-Glc-6P D-Ara-5P 酵 GPI (Sigma) を Tris-HCl で さ

 (pH 7.5, 30 ) 生 した D-Fru-6P を テイン ルバ ール で し を解 した の

D-Ara-5P は酵 GPI を する と 明した (IC50: 3.66 mM) 性 として いた GPI 6-
ルコン の IC50は 1.66 mM で た D-Ara は で ン 化さ D-Ara-5P と GPI を

する とで を し として を すとい ニ さ た  
 

－57－



13 -N-Acetylglucosaminidase 物 TMG-chitotriomycin LC-MS
 

 ， ， 大，  ， （ 大 ・ 生 ）

 
 

Streptomyces anulatus の か -N-acetylglucosaminidase 物質で る

TMG-chitotriomycin (HU-1) 研究 において さ た さ に HU-1 の特 プロ クトイオン

を した LC-MS/MS によ 本 か HU-1 のジ チル と る KA-1
と ノ チル と る KA-2 さ た KA-2 は 1H-NMR によ さ て

いる の は 後 チル化によ HU-1 と 化するため KA-1 の 解 は

でい い の 化は において さ ているため 本研究では にお る KA-1, 
KA-2, HU-1 の を LC-MS によ め KA-1 の 性に いて を た  

・ 本 を 性 ラ イオン ラ のための 性 ラ に し KA-1
の を た 後 に いて LC-MS を い KA-1 KA-2 HU-1 の を めた

か イオン ラ 後までは い の において KA-1 の は 93%
上で た のための 性 ラ による 日後の KA-1 の は 87%で た

の とか KA-1 は のための 性 ラ 後において よ と る 能性 さ た ま

た KA-2 は LC-MS において ノ ー によ の ークとして さ るは で る

の ークとして さ た で の ークに いて LC-MS/MS を い プロ ク

トイオン クトルの解 を たと KA-2 には の 性 する と 明 かと た
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 E. arvense キ ン 化 
大，  1， 1， 島  

（広島大 ・生物圏，1 大・ 研） 
 

 

 フ レド ン（Fd）は チラコイド の 化学 か を に Fd-NADP+

酵素（FNR）に を する ン ク質で のため 化 で FNR との

性 20 る の を明 かにするために ジチオ イトによ Fd を して

NMR を いて 化 による Fd の 化に関する を たので する  
・  Fd は 化 400mV と 素 ークする

で るので E. arvense Fd I の 15N-およ 15N, 13C-ラ ル化 を いて チ ンバー でのジチオ

イト による Fd の 性をま た ル （ジチオ イト/ Fd） 1.3 よ ると

による 1H-15N HSQC の ークは とと にラン コイルを す に ま

[2Fe-2S]クラ ー て 性する と か た の 性による Fd の は ル と の

25 で 31 と 22 で た か のジチオ イトで Fd を で い

と か た ル 1.3 で Fd は 100 の 25 で 13 さ を 18
に ると 33 さ た 100 の Fd 10 上 さ る で

NMR を い [2Fe-2S]クラ ー （Leu24, Gly48, Lys49, Gly60と Ile79）とC （His89, Lys90, 
Glu91, Glu92, Leu94 と Phe95）の ノ 基の化学 フト 大 化する と か た か

Fd の FNR との の で る C の によ 化する と さ た  
 

 

 
 ンパ Ovalbumin-related protein X

 
， 1, 2，  

（ 大・農，1 大 ・農，2 大 ・ 合農） 
 

ニワト にはオボ ル ンの ノ と 62%の 性を ン ク質

Ovalbumin-related protein X (OVAX) する OVAX は ンに する とか 生理機能に関 し

ている と る ニワト の の に OVAX ロ するかは明 かに

てい い で本研究では ラ チョ の に OVAX ロ するか かを明

かにする とを とした  
・ ラ[Coturnix japonica] チョ [Struthio camelus]の か ン を い

て ン ン ク質を した ニワト OVAX を として した OVAX クロー ル

を いて ラ チョ の ン ン ク質の Western blotting を た OVAX の

と 50 kDa にバンド さ た さ た ラの 50 kDa の ン ク質の ノ

を MALDI-TOF-MS/MS を いて解 したと ラの ノ か さ た ン ク質

OVAX-like isoform X1 (XP_015709960.1) の ノ と した の とか ラには OVAX
ロ する と か た チョ に いては ノ の解 を てい い

ン 能を と OVAX と した とよ ラと に OVAX ロ の

さ た ラ チョ の に ンと する OVAX ロ した とか

OVAX は 化の で て た 能性 さ た  
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 ンパ 物  
， （ 部 大・食物 ） 

 
 

 

質は によ 性し し し を す の研究で 質

に トラン （DS）を する とで による を で る とを している

で本研究では ン コンドロイチン ラ ー ン フコイ ン ルフ ラン の

の に DS と に 質に し 能 るのか た  
ル 質として オボ ル ン (OVA) ‐ラクト ロ ン ( -LG) オボトラン フ

ン (OT) ー チン (TAU) の を いた 質 の pH は し すい

に した 質に し を 0.05 に るよ に し 80 10 後

能の を解 した  
DS をコントロールとし 能を した ン DS と

の 能を ていた の では ラ ー ン フコイ ン コンドロイチン の で

た 後の を ると 化 能は DS ン= ラ ー ン フコイ ン

コンドロイチン の で た の か た ン ラ ー ン フコイ ンに

る を た DS と ン の で 能を した

フコイ ン ラ ー ンはよ で た 上の か DS と ン の

能を の は DS と すると 能 い と さ た  
 

 

 
 ンパ ン  

， 大 1， ， ， 2 
（ 大・農，1 大 ・農，2 大・CoRE） 
 

 

物 イロ ド の よ 発 さ た ラ ン は His に
水 性 ン ク質で His・Asp に HD Pro に P His・Thr に HT

spacer を で さ る を特 とし の ン ク質との 性を た い ラ ンは ・

性 で イ か の を するため の性質を した ン ク質の

化 ールとしての を している で ラ ンの 能の 機 は 解明で

る 本発 では ラ ンの 特 ラ ンの 能と関 すると る特 を

したので する  
・ 大 で発 さ た ラ ンを いた CD クトル解 と Chou-Fasman によ

る か ラ ンは で大 ラン コイルで に ート・ ク

の を ン ク質で る と か た よ ラ ンは 性 ン ク質の で

る 能性 上した か か ている ン ク質 テイン

テインプロテ ー ー ーフ ーの で の 性に 特 の ノ で る

とと で る また ラ ンを ルと し 10 後に上 と ルを

し SDS-PAGE で した ラ ンは ルの に ま てお の は ラ ン

に し い 性を する とを している  
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 Luteolibacter algae H18 ン 化 一

 
， 1, 2， 1， 3， 1，大  1 

（ 大 ・ 科，1 大 ・ ，2日本 （ ），3 大・GSC）

 

 フコイ ンとは に ま る 化 で ン 学 に

を 研究 では オ ワ ク フコイ ンの生理 性と との関 の解明を

とした研究をしてお のためには フコイ ンを 水 解する酵素の で ると

た で フコイ ン資化性 Luteolibacter algae H18 か オ ワ ク フコイ ンの

化酵素を し の酵素 の特 を とと に を と した  
・  H18 のフコイ ン 化酵素 を特 するために 野生 か の を

い N ノ を特 した して H18 のドラフト ノ DNA を基に の をコ

ードする の ORF を した 本酵素の ノ に して BLAST を たと 性

の い ン ク質の は機能 で ノテー ョンさ た で 性 い のでは

Sphingomonos sanguinis の glycosyl hydrolase ( 性 26%) で た までにフコイ ン 化酵

素 の は しか い は Mariniflexile fucanivorans, Formosa algae の で

て GH フ ー107 に している と本酵素の 性を て たと

25 の い 性しか さ か た また か 本酵素を GH フ ーに さ よ

として のフ ーに さ い と 本酵素 質 水 解酵素で る 能性

さ た  
 

 

 
 ン ス ン  

， 1，  1  

（ 島大 ・ ，1 島大 ・生物 ） 
 

 

物 テインプロテ ー  (CP) は 発 にお る ン クの 解 ン 生

生理 に関 していると る の CP は レ ルでの研究に

酵素 性レ ルでの 機 の解 は てい い 本研究では 発 にお る イコ

ン の CP の酵素レ ルでの解 を た ま 発 日 の イコン に ま

る CP の 性 (Z-FR-MCA 性) を した 発 日 は と に し 発 日 に

大と の後 した の 性 を し Responsive to Dehydration-19 (RD19) Responsive to 
Desiccation-21 (RD21) Cathepsin B-like Cysteine Protease (CBCP)の を いて ン ロ トで解

した RD19 と RD21 は発 日 か 発 し 日 か 日 にか て に した

CBCP は発 日 か 発 し 後は の発 を した CP の 性と mRNA レ ルでの

発 解 よ 発 の 性は Germination-specific Cysteine Protease 1 (GCP1) に する と さ

た RD19 と RD21 と CBCP の ン クレ ルと mRNA レ ルでの発 化と る とか

後 による 性 GCP1 は mRNA レ ルで 性 していると る  
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 N- ン (FNGs) ンパ ン

 
部 ， 部 1，  ，  1，  

（ 大 ・ 生 ，1 大 ・ ） 
 

は イ ンノー FNGs（HMT-FNGs） 性 ン ク質の フ ール ン を

し フ ールド ン ク質の を する とを している 本研究では  (ER) の

を に 明している HMT-FNGs の ロン 性を ・機能 関の か 解 した  
・ FNGs の ロン 性は L v 6 の （3Hmut.Wil）を ル

ン ク質に いて FNGs による 性 3Hmut.Wilの 1H-15N HSQC クトル 化を に解 した

FNGs の ロイド 性は ロイドに特 に する プロー  (Thioflavin T) を い

て FNGs による 3Hmut.Wil の ロイド 化を した の GN2  GN1
HMT-FNGs は に 性 3Hmut.Wil を イテ とフ ール ン し ロイド

の を した の 性は GN2 で特に か た て HMT-FNGs に する ト

オー ロン 性に で る 能性 さ た 物 FNGs は ロ

ン 性を さ ロイド に 何 を さ か た に して 物

FNGs は ロン 性を さ か た のの ル FNG は ロイド を

し さ た 上の は ER での を明 かにしている HMT-FNGs の ン ク質フ

ール ン 性と ロイド 性を とを してお ER での ン ク質品

質 理 において FNGs 機能を ている 能性を している  
 

 

 
 ンパ  

， ，  ， （ 大 ・ 生 ） 
 
 

 

は に レル ン (Cry j1 Jun a1) ノ レル ン (Cha o1 Cha o3) に
する N- ン を決 し レル ンには して 物に して 性を す 物

している とを明 かにしている[1-3] 性 の 性 性解 には の

を する とさ る ノコ に 源で る と さ

ていたため 本研究では ノコに発 さ る ン ク質の 解 を た  
・ ノコ (732 g) を プ ン消化 イオン ル 水クロ トによ

プチド (233 mg) を した の後 クチ ー 消化 水クロ トによ プチド

(15.7 mg) を した を するため プチドを ドラジン 解後 した N- ン

を N- チル化し ジル ノ化によ した RP-HPLC  SF-HPLC によ を

後 ESI-MS 酵素消化 によ 解 を た の ノコ ン ク質 の

は 物 で の は Man3Xyl1Fuc1GlcNAc2 (32.6%), GlcNAc2Man3Xyl1Fuc1GlcNAc2 
(26.1%) Gal1Fuc1GlcNAc2Man3Xyl1Fuc1GlcNAc2 (9.0%) Gal2Fuc2GlcNAc2Man3Xyl1Fuc1GlcNAc2 (10.0%) で

た の は ノコ 性 の た 源で る とを した [4]   
[1] Kimura, Y., et al. B. B. B., , 137-144 (2005); [2] Maeda, M. et al., B. B. B., , 1700-1705 (2005); [3] Osada, 
T., et al. Carbohydr. Res., 8, 18-23 (2017); [4] Tanabe, C., et al. B. B. B., 8 , 1405-1408 (2017) 
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 キ  
， 部 1， 部 2，  1，  2， 1 

（ 大・農，1 大 ・ 生 ，2 大 ・ ） 
 

 

 N- ン（FNGs）の生理機能解明研究の 上 は イ ンノー FNGs
（HMT-FNGs） 性 ン ク質の フ ール ン を し フ ールド ン ク質の を

する とを している[1,2] また HMT-FNGs では に する GlcNAc 基の によ

性の GN1 FNGs よ GN2 FNGs の よ で する と

か ている 本研究では FNGs の の GlcNAc 基に し ロイド に す ト

オ の 性を た ・ チンの 水 解によ の る の トオ

を した ロイド 性は ル ン ク質として L v 6
の （3Hmut.Wil）と ロイド に特 に する プロー  (Thioflavin T) を いて

GlcNAc の 性 トオ （GlcNAc2 GlcNAc3 GlcNAc4） による ロイド

化を した HMT-FNGs は 5 mM で 86% ロイド を するのに して トオ

は GlcNAc 基の に関 20 mM で 66% 上 ロイド を した また GlcNAc の

で ロイド た 上の GN1 HMT-FNGsよ GN2 HMT-FNGs
の ロイド に で る とか HMT-FNGs による ロイド に

は ンノ ルオ の 水性と ト オー の 水性か る 性 で る と さ

た [1] Tanaka., et al., Glycoconj. J. 32, 193 (2015), [2] Katsube, M., et al. 19th Eurocarb, Abstract p299 (2017) 
 

 

 
10 / ン  

，  1，Els JM Van Damme2， 1 
（ 大・農，1 大 ・ 生 ，2 ・ ン 大） 
 

 

化・ の 物 には 質で フ ールド ン ク質か ンド- -N- チル

ルコ ニ ー （ENGase）の によ 生 した に N- チル ルコ ン（GlcNAc）
を 基 する イ ンノー N- ン（HMT-FNGs） M で している HMT-FNGs
は の の を する ル ン 性を すると さ ている のの 生化学 ・

生物学 か の は てい い で本研究では 質に する HMT-FNGs
/ 質レクチンと し「 ル」として 物の 化・生 に関 する の発 を

すると し イ ンノー に する / 質レクチンの を ー

によ る とを とした ・ Asn- （Man5 9GlcNAc2-Asn）はロー ル ー

ン ク質か プ ン消化 クチ ー 消化 ル クロ ト 水性クロ トを

る とによ ・ し の は ノ と 解 （RP- SF-HPLC MS ）

によ した ーは Asn- の ノ基を - -L- ル ン （ -PGA）の ルボ

ル基に さ した ま ー の ンノー 特 質レクチン Morniga M [1]
と する とを ル によ し いで ー イ 生 性 ン ク

質と を する とを ル によ した ーに した ン ク質の

を ている [1] Els JM Van Damme, et al., Plant Physiology, 0, 757-769 (2002) 
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11 ン 化学  
， ， 1，  2， 2 

（ 大・農，1一 ス，2 大 ・ 生 ） 
 

 

ルには Tn TF に特 レクチン する と ている は

の ル（Codium fragile）レクチン（CFL）の を し N- ノ レ

イによる 特性を明 かにしている の ル（Codium barbatum） のレクチン（CBL）に

いては に ノ 明 かに ている  [1] CFL とは 特性 N- ノ

し ているため CFL と CBL は るレクチンで ると る で 本研究では 
CFL の化学 特性の 解 を として を た  

・ チン ン ク質には CFL の ンドで る する とを明 かにしている

ため ま クチ ー 消化によ プチドを し 水性クロ トによる プチド を

た いで た プチドを CNBr で Sepharose 4B に プ ン さ フ ニテ ー ルを

した（ プチド 95%） CFL に いては ル（2.5 kg）か ト （pH 8.0）
で ン ク質を 後 水クロ トによ を た いで チン プチドを

さ た フ ニテ ー ラ による CFL を た の 1.5 M ン ニ  (
1 mg) 4 M ニジン （GnHCl） （ 4 mg）に CFL さ い の に

いて N- か CFL さ ている と 明 かに た GnHCl の CFL に いて

は によ レクチン 性の を した [1] Praseptiangga, D. et al., B.B.B., , 805-811 (2012)  
 

 

 
12 KUL106 ン 研究 

，大 （ 大 ・農） 
 
 

 

に 生する オ の で る オ と オノ は の る 化

ルバンを生 する と さ る は まで オ の ルバンを 解する

性 を し ルバン 解酵素の解 を て た 本 では オノ の ルバン

を 解する 性 KUL106 を いた KUL106 は した酵素 を いた で オ

の ルバンに して 性 る と か ている 本研究では KUL106 の する ルバン ー

のクローニン と 酵素の解 を とした  
・ ドラフト ノ 解 か KUL106 は と の ルバン ー を と

か た KUL106 の ルバン での 上 か ン ク質を し イオン Q
ラ を いて ルバン 解 性を を した の を で 後 SDS-PAGE に

し KUL106 の ン ク質を した の ン ク質に いて プチド フ ン ー

プ ンテ ン によ を たと 50 k に の ルバン ー さ

UllA1 UllA2 と た UllA1 は までに研究 で さ た オ ルバン 解

している ー と い 性を した UllA2 は UllA1 と 60% の 性しか さ オ

ルバン 解 には してい い UllA1 と UllA2 をコードする をクローニン し 大

で発 さ た 酵素を いて ルバン基質特 性の解 を ていると で る  
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 化  Acidithiobacillus thiooxidans SH ン

研究 第  
， 一 （ 大 ・ 生 ） 

 
 

と は 研究 にて さ た 性 化  Acidithiobacillus thiooxidans SH の

化 を解明するために の 酵素の で るテトラチオン イドロラー に し

研究を めている に本酵素をコードする （SH-tth）を し の 酵素（SH-Tth）
による 性質の を た は に SH-Tth の性質 を い 本酵素の特 と の生理

の解明を として を た  
およ 大 を として SH-Tth を として した後 性 refolding に

よ て 化し 性の を た 本酵素は 質 50 kDa の ニ トか る イ ー

pH 3.0 において い 性を し 1 M NaCl において 2.5 性 上 した

水性の Acidthiobacillus ferrooxidans の 酵素（Af-Tth）は NaCl によ て 性 さ るため

のよ 性化は SH-Tth 性 の酵素の特 を している SH-Tth によ て

さ た SH-Tth による Western blot 解 およ RT-PCR による SH-tth の発 は 生 基質と

して ・チオ ・テトラチオン を いた の は め た のの てにおいて で

た 水性 A. thiooxidans では tth は 生 では発 し い テトラチオン

生 において発 する と さ ている した て SH の 生 では とは

SH-Tth 関 する 機能していると た  
 

 

 
  

， 1，大  ，  
（ 大 ・ ，1 大・ ・GSC） 
 

 

は を資化で る Geobacillus thermodenitrificans OS27 を

か した 本 では OS27 ノ に特 水 解酵素 の と の発 物

する 性に いて する  
と OS27 の ノ （ドラフト）を MiSeq によ 解 したと 34 の 水

解酵素（GH） さ た の （GT3485 と GT3489）は Geobacillus ノ に

お る 性 OS27 に特 で る と さ た GT3485 発 物は の

か フ ー3 に さ た GT3489 発 物の N- は フ ー1 の ン ク質と

性を した C- は 何 る ン ク質と し か た フ ー1 は

を と ている GT3489 の では - ク に さ ている

よ に た さ にフ ー1 の C- に る 性 基 で か た GT3489 発

物を 大 を いて し の 基を たと p-ニトロフ ニル- -D-xylopyranoside
を 基質とした は 65 で pH は 5.5 6.0 で た 本酵素は 65 で

は で と に pH 5.0 6.5 で た ノール ノール ジ チル ル ド

で で た イオンによる を た 基質としては

ロオ を 基質として D- ロー を生 した  
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 L- ン

化 大 ，  ，室 1， 生 1， 1， 本 ，

 ， （ 大 ・ 生 ，1 大 ・ 芸） 
 

Streptomyces sp. 590 L- チオニン 酵素 (MetDC) は L- チオニンの を

し 酵素として ド ール 5 - ン  (PLP) を する ン B6 酵素で る の MetDC を

生物は で MetDC の の解 は い は MetDC 性を する と

L- チオニンの 酵素として で る とを明 かにして た しかし の MetDC 生

は のため 大 発 による MetDC の大 発 大 の をめざした また

本酵素の を明 かにするため 化を た Streptomyces sp. 590 MetDC 
を 発 ク ーpET52b / MetDC-KanR し E. coli BL21(DE3)を 質 した MetDC は Ni-NTA 

Agarose フ ニテ ー ラ クロ トによ て した 酵素 性は ン 化酵素を した 4-
ノ ンチ ン によ 化水素を し決 した フ ニテ ー として い

ていた His6-Tag か His10-Tag に した とによ 能と 質 を

後 Ni-NTA Agarose フ ニテ ークロ ト ラフ ーの 1 テ プで 40-50%の で の

MetDC を る と た 後 日で酵素 で た 化は MetDC を 10 mM Mes 
buffer pH 6.6, 0.2 M MgCl2 , 100 M PLP, 20-25% PEG1500, 5 mM DTT, 0.5% -OG の で い 4 の

解能の た の に いて解 を めている 酵素の L- チオニンに する Km
は 9.3 mM で た を して L- チオニン の の L- チオニンの

の に いて を ている 1) Hayashi, et al., J. Biochem., , 389 (2016) 
 

 

 
 ン 場 ンパ CutA1 大

中 ， ， ， （ 大 ・ ） 
 
 

 

生 は生 の に する で る を

で ・ する は 生 の解明の 創 広い に

基盤と る は 生 の を し

ン ク質で の CutA1 を ル とした 素 の 発に向 た を

めている 本研究では CutA1 の インの 能性に いて を めた  
・ CutA1 の N C の による 化を さ に ンド（ プチド（StrepTagII）

るいは ン ク質（VHH ））の の る ン ク質の発 ク ーを

した 大  BL21 (DE3) を とした発 を め ン ク質を した ま

性を した プチド ンプルに いては 理後 化を していた す

めて い 性を する CutA1 は を した で 野生 と に

を素 し る と さ た さ に ン ク質の 能で る と

か た した ン ク質を QCM ン ーチ プ上に 化し を したと

ンド は に を生 さ の ンド 能で

た さ に の に い した とか の 能で た した

て インを す とによ 素 の 発 能で る と さ た  
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 Allochromatium vinosum c ス 合

 
大 ， ， 本 （広大 ・生物圏） 

 
 

生 25 の Allochromatium vinosum トクロ c'（AVCP）は 生

52 の Hydrogenophilus thermoluteolus ロ （PHCP）よ 性 には

後 に る の ノ 基 化に している と か ている 本研究の は機能を

さ る と ロ PHCP を ルに AVCP を 化さ る とで る  
・ AVCP （T11F E17T F18T G20A D71F V76L）を Escherichia coli で 発

し の ラ を いて した の す ての 野生 と に を

している とを した 性 クトルを いて 222 nm の 化を に の

性 Tmを した との に関 する 基を した E17T G20A では Tm

8.1 5.7 上 し V76L では 2.9 した また ニ ト の に関

する 基を した T11F F18T D71F では Tm 0.3 3.2 0.7 上 した 性の

大 上 した 基を に した E17T/F18T/G20A では Tm 6.3 上 した 性は

か た また トクロ c'の機能で るとさ る CO 能の を クトルによ

て したと は CO 能に し い と 明 かに た の か AVCP の

と CO 能を する と 性を向上さ る とので る ノ 基を特 し

た  
 

 

 
 C. elegans Rab ンパ RAB-6.2  

大 ，  ，  （ 大 ・農） 
 
 

 

と ル生物・ C. elegans の生 / はイン ン ルの に る

は 生 / イン ン プチドの で る INS-35 の 向（ か

か）の 生 / の決 で る とを明 かにしている(1) 本研究では プチド に

よる生 / 機 を明 かにする とを として ま Rab フ ー ン クに する RNAi
ク ーニン に した  

・ Rab フ ー ン ク 31 を とした RNAi ク ーニン を た INS-35 の

の の を するために ins-35p::INS-35::VENUS 発 にお る INS-35::VENUS
の の を とした の rab-6.2RNAi に rab-14RNAi に を

さ る と 明した さ に rab-6.2 での INS-35::VENUS の を したと

め た 上の か RAB-6.2 は INS-35 の に関 する と さ た

いで にお る rab-6.2 と ins-35 の を した

rab-6.2 は ins-35 の の 上 を した とか RAB-6.2
のイン ン プチドの する 能性 さ た INS-35 の 生 /

イン ン プチド DAF-28 の の を している  
(1) Matsunaga, Y., et. al. (2016) Nat. Commun., 7:10573, doi : 10.1038/ncomms10573. 
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 ン  
， 大， ， 1， 1， 本 1， 

2， 島 1， 中 1 

（ 大・ ，1 大 ・ 科，2 大・ ） 
 

ロ ョ ンは レ を食 とするチョ で の大 においては を

て レ生 を大 か に 大 と を とする 本研究では

テ チョ 科の に い ている を し レの を いた での

を た 生 と の性能を を する とを とした  
・ は を または ルロー イン クロー ール酵

とし ラル ン 生物質 を た のに レ の を した には

レ を いた の （AD6 BD12） レ を いた の （AF6 AF24）
レ の に レ およ レ を た の

（AD6UhD18 AD6UhF24）を し の を した 化後 24 の に

を の日 の を た の の か た AF24
は 化までの は生 と して 5.6 日 化 日 の は 0.23 g

か た 生 は 62 で た 上よ には レ を で る

と か た また レの は さ る とによ て ロ ョ ンの に さ

る と さ た 後 の の 生 の の 食をよ する

能性 るか かを する と で る  
 

 

 
 キ DRAK1 p53  

1，大 1，  1, 2， 1, 2 
（1 島大 ・ ，2 島大・生物 ） 
 

 

DAPK-related apoptosis inducing protein kinase 1（DRAK1）は death-associated protein kinase（DAPK）

フ ーに する Ser/Thr ー の で をは めとする 生理機能に関 してい

る までに DRAK1 は p53 によ て 発 を トー に関 る

と さ ている の 機 は 明で 本研究では の解明を とした ・

野生 p53 を発 する ト U2OS に Strep DRAK1 を し

によ を た DRAK1 は に に した で Strep プル ン

イを い p53 との を た 理 U2OS では p53 の発 さ た DRAK1
との は め か た しかし DNA 性 で る cisplatin 理によ て p53
の発 まるとと に DRAK1 と p53 は する と 明した DRAK1 と に に

し ノ ロジー い DRAK2 は p53 との め か た cisplatin
に DRAK1 の発 上 め たため DRAK1 ノ ク ンによる を た cisplatin 理に

よ て p53 の DNA 能に関 る Ser392の ン 化およ p53 性 大さ た DRAK1 ノ

ク ンによ い に さ る と 明 かと た の よ DRAK1 は DNA
性 トー において p53 による発 を で p53 と し の の

として機能する と た  
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 物  
， ， 一， 本 ， 部 1，  2， 一 3，

，大 ，   
（ 大・農，1 大 ・ 農，2島 大・生 科，3 大・農 ） 

 

食 の の と は によ 生 さ ている は お を とし か

を として した ので る の を した後の （ ）は さ る て

に る い さ る は で 3000 トンにの る の を し

た を する と め ている た は の 水 物をイ の に 理し

た後 イ い を すると の し さ る とを した で

水 物の 理 イ の を している のと し の解 を た  
 イ と ジの に 水を てオートクレー し 水 物を した を

後 14 日 のイ の に プレーし 後に 80% ノールで した イ のフ イト

レ ンで る クラ チン ラクトン A およ B オ レ ン A を LC-MS/MS を いて

した  
 水 物の プレーは したす てのフ イト レ ンの を した

に したのは ラクトン A で た フ イト レ ンの は 理 24 後か し

め 72 96 後に 大と た は の による と で た

上の か 水 物は フ イト レ ンの を を するため い

に する を す と さ た  
 

 

 
10 ャ Na 特  

， 1， 1， 1 

（広島大・生物生産，1広島大 ・生物圏） 
 

 

イ は には トレ に い 物とさ る イ の 性には大 品

る までに か た 性に たイ はイン と で の

の Na を する イプの 性機 を している 本研究では までに 性品 か

てい いジ ニ か 性に た品 を し の 性機 を明 かにする とを

とした  
・ 水 で生 さ た のジ ニ イ 96 品 に トレ 理を た（NaCl

を 日 とに 25 mM に上 を 75 mM とした） 14 日 の トレ 理後 上

の 物 を として 性およ 性品 の を た の ジ ニ 品 の

に 性に た品 する と か た Na ーンに いて 性イン

品 と したと 性ジ ニ 品 ではよ の Na を に している と か

た の とか 性ジ ニ 品 は の Na の 機 は た での Na に

る 性機 を している と さ た  
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11  
，Thanakorn Wangsawang1，Tanee Sreewongchai1， ， 

（広島大 ・生物圏，1 大・農） 
 

 

の を として発生する トレ は 物の生 を大 する ト

レ の で る 物の トレ 性に いての研究に ま ている の

は 物に する トレ の を した ので の 素の との関 を

た は い 本研究では に し 理 イ の 性に のよ を るのか

た  
・ イ （Oryza sativa L.） 生を 理 ・ 理 の 理

で水 した 品 を いて を た い かの品 では 理 トレ

による生 を に さ ていた で 理 トレ での る生 を

さ い品 た とか トレ にお る 理の生 の には品

する と 明 かと た トレ にお る Na を たと 理に

よ の Na する 向に た 上の か トレ にお る の

生 を す ニ に いて する  
 
 
 

 

 

 
12 パ ン  

 1, 2， 中 2， 2， 1, 2， 1, 2， 1, 2 
（1島 大・生 科，2JST/CREST） 
 

 

ー レ （Euglena gracilis）は において ラ ロン（ -1,3- ル ン）

を ルコー に 解し ワ ク テル発酵 によ ワ ク テルを生 する 本研究で

は にお る ラ ロン 解機 を明 かにする とを に ラ ロン ン

ク質を に解 する とで ラ ロン 解酵素の を た  
で まで した ー レ およ の後 理した か

ラ ロンを し 性 を いて ラ ロン ン ク質を した た ン ク質

はプロテ ー 理後 ノ ラ を いた nanoLC/MS によ し Progenesis QI によ

解 した の 総 395 ン ク質を し の と で に レ

ル した ン ク質は 104 およ 135 で た の 関 酵素は で

25 さ 特 に する酵素として ンド - -1,3- ル ー およ ラー

ン ク質 ラ ロン 解 の関 さ る酵素 ま ていた の酵素 に い

て ー レ に 本 RNA を する とで イレン ン を い ラ ロン に

す を したと の ンド - -1,3- ル ー およ の ラー ン

ク質を に イレン ン した において 後の ラ ロン 解 に さ た  
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 化 A. thaliana N- ン  
，  ，   1， 1，  

（ 大 ・ 生 ，1 大・国 ） 
 

 
物 には ン ク質 プチドを コ ル化する酵素として 性 PNGase

（aPNGase） 質 PNGase（cPNGase） ENGase する 化 ン ク質 解の aPNGase
はプロテ ー によ 生 た プチドか に ト オー を する N- ン

（GN2-FNGs）を生 する 生 ン ク質の 関 解において cPNGase と ENGase は
フ ールド ン ク質か イ ンノー N- ン（HMT-FNGs）を生 する

の FNGs は 物の 化生 に関 る ル としての機能 さ てお [1] 本研究では FNGs
生理機能解明研究の として aPNGase と cPNGase/ENGase の を い FNGs 解

を た ・ （1）野生 と aPNGase の 上 か オ を し を

た をイオン ル に し FNGs を した FNGs を し HPLC
によ FNGs を ・ 後 MS MS/MS 酵素消化によ 解 を た の い

の 物 か ト ンノ ルコ に 1,2 ロー 基を する 物 GN2-FNGs 
として さ た 上の か コ ル化酵素 FNGs 生機 し

でオ 酵素 HMT-GN2-FNGs を生 する 能性 さ た （2） によ

cPNGase/ENGase を した T-DNA による は ロ か した ノ

DNA を とした PCR によ た [1] Priem, B., et al., Plant Physiol., 8, 399-401 (1992) 
 

 

 
 ンパ  A. thaliana 産生

N- ン（FNGs）  

，  ， （ 大 ・ 生 ） 

 

 

生物において フ ールドした 生 ン ク質は 関 解（ERAD）機 によ

（ER）か 質 さ プロテ ー で 解を る フ ールドした ン

ク質上の N- ンは ER で -1,2-Man’ase 4/5（MNS4/5）の によ 特 の 1,2-Man 基

さ 1,6-Man 基 した と さ る の N- ンを フ ールド ン

ク質は レクチン OS9 によ て さ いで SEL1L HRD か る ERAD （

ロコン）を して 質 と さ る [1] して 質では PNGase  ENGase による

コ ル化 を に GlcNAc を 基 する GN1 FNGs 生 る 本研究では

ン ク質 の生理機能研究の として A. thaliana を ル 物として いて MNS4 MNS5
の （MNS4/5） OS9 SEL1L およ HRD 生する イ ンノー

N- ン（GN1 HMT-FNGs）の 特性解 を た ・ A. thaliana の野生 と

に いて 上 を 素 で 後 0.1 N ン ニ 水でオ を した を

し を イオン イオン に して に FNGs を した いで ジ

ル ノ（PA）化によ FNGs を した後  ConA ラ RP-HPLC SF-HPLC によ GN1 
HMT-FNGs を した ESI-MS 酵素消化 によ FNGs の 特性解 を ている [1] 
Hüttner, S., et. al., Plant Cell., , 1712-1728 (2014). 
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 PNGase （T ） PNGase 
，  1， 1（ 大・農，1 大 ・ 生 ） 

 
 

 

物特 性 プチド: N- ー （aPNGase）は ト オー を する N-
ン（free N-glycans, FNGs）を生 する コ ル化酵素で ン ク質の 解 に関

る 化生 の 物 には aPNGase によ 生 したと る N- ン µM で

する の生理機能に いては 明 かにさ てい い は ト ト aPNGase
（aPNGase-Le）を 発 さ たト トを し T2 では aPNGase 性の FNGs 生

を するとと に を した [1] 本研究では 物の 化生 に関 る FNGs の生理

機能解明研究の として aPNGase-Le 発 ト トを し T4 に いて 特

性 aPNGase 性 FNGs 生 の に いて解 した ・ aPNGase-Le 発 ト ト 
（T4 ）の か ノ DNA を 後 PCR によ aPNGase-Le の を した い

てト ト （Green ）か RNA を し cDNA を 後 RT-PCR によ aPNGase-Le
の発 解 を た の T4 で さ た は aPNGase-Le を

発 する とを した しかし 日か Breaker までの日 を したと T2, T3
で さ た の は さ か た 上の か による aPNGase-Le の

イレン ン さ たため aPNGase-Le 発 の Green にお る aPNGase 性

FNGs の 解 を ている [1]  2016 日本 質学  p135.  
 

 

 
 中 Lea N- ン

N- ン  
，  ， （ 大 ・ 生 ） 

 
 

物 生する ン ク質 には に Lea （Gal 1-3(Fuc 1-4)GN 1-）
する い ン ク質 の生 解に関 する酵素 物の 化・

に関 する と 明 かに る は 物 N- ンの 解機 を解明する研究

の として ト ト 1,3/4-Fuc’ase の クローニン を し 酵素の 基質特 性

を明 かにした[1] に 解 を たと 本酵素は ン ク質で る 能性を

た で本研究では （ プラ ト）として る に し ト ト

に する の コ ー 性と N- ンの 解 を た ・

は 後 55 日 のト トの を し した （4.7 mL）を し コ ー 性

（MW>10,000 660 L）と N- ンの 解 （MW<10,000 4 mL）に した

 (80 µL, 57 µg protein)を いた コ ー 性 によ 1,3/4-Fuc’ase 性（基質

Lea
2Man3Fuc1Xyl1GN2-PA） -Gal’ase 性（基質 Gal2GN2Man3Fuc1Xyl1GN2-PA） -GlcNAc’ase 性（基

質 GN2Man3Fuc1Xyl1GN2-PA） -Man’ase 性（基質 Man9GN2-PA）を した N- ンの

解 は ル 後 ジル ノ化による を い RP- SF-HPLC による 後 ンド

およ コ ー 消化によ た の に ト オー を する 物

N- ン さ た [1] Rahman, Md. Z., et al. J.Biochem., , 421-432 (2017) 
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 Streptococcus mutans 物 物  
， ， （広島大 ・生物圏） 

 
 

 

いバイオフ ル 能を Streptococcus mutans は の と る口 で る バ

イオフ ル は 生 ・ する DNA に ま た 物で

の物質 での 能を向上さ る は S. mutans する による 質の によ する

のの S. mutans の でのバイオフ ル 発生の で ると ている よ

て には S. mutans のバイオフ ル を する と と る 本研究では S. mutans
のバイオフ ル に を 物 物の を た  

・ 36 の 物か ノール を した S. mutans に ノール 物

を して 96 プレート で 10 を い ク ルバイオレ ト によ バイオフ

ル の を た の S. mutans のバイオフ ル に る 物 物

17 か た か たのはロー ーで 94 のバイオフ ル

を した 物は で した には を した のの 0.03%で バイオフ

ル の を した とか バイオフ ル として で ると た  
 
 

 

 

 

 
 物 ン 化  

， ， （広島大 ・生物圏） 
 
 

 

物においてプロ ンは 質を する ノ で ると に のための

質として 機能している また の かに 質 化の 質 を する

と ている 研究 では までに プロ ン イ において 化を する と

を している 化は 物 で フ ノール 化酵素 PPO フ ノールを 化する とで

る で る 本研究では バコの を いて プロ ンの 化 機 を解明する

とを とした  

・ 本研究では 化を する PPO に し バコ を いて を た ま

に 後 日 の バコ か を し PPO 性を した の バコ

の PPO 性はプロ ン（ 500 mM）によ に さ た の とか

プロ ン PPO の酵素 性を する と さ た にプロ ン で バコ を

日 したと プロ ンを してい い （コントロール）と て プロ ン の

は め か た の は した プロ ン生 を 発

さ た バコ では野生 に てプロ ン 上に し 化 さ

た プロ ン した バコ に し プロ ンの PPO 性 の を

している  
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 物 特 化合物  
， 大， 1， 本 1，  

（ 大 ・農，1 大・ 研） 
 

 

の 物の には 能 を め による を する機 を する の す

る しかし 物にお る の 特性 生理 に いては 明 かと てい

い で本研究では 大学 研究 ン ー する 物か 23 を ロ

イ およ ル を として の 特性と に するワ ク の

と の解 およ による の を た の を 物 に

し の およ を した ロイ にお る の 16%
のに し の 物は して の 大で の 92%を する 物 い さ

た また い かの 物は の をよ する と さ た また クチクラ

のワ ク を した した ての の 物は ロイ に て

た のワ ク か た とワ ク の 関は し い と

さ た さ にワ ク は 物 に し る と さ た の を

によ したと の い 物には

特 何学 を の さ た の か 物の の

を める 質を発 さ ている と さ に の い を として ワ ク

で の または の 何学 する 能性 た  
 

 

 
 ン S ン ャ  

， ，中 ，中 ， （ 大 ・ 生 ）

 
 

 

物は の か る と る を の に を して

を トレ に して生 さ る 物 ル ンで る ン は

の に し ル の を る とで 口を し 水

を の 機 において 質 チ ル ン ク質は で で 性化の解

い S イプ ニオンチ ルは を たす ン は 性化の解 い R イプ ニ

オンチ ルの 性化 で る と さ た S イプ ニオンチ ル の は 明で るた

め した  
・ ロイ 野生 において は ン 理によ て に した S

イプ ニオンチ ル機能 では は か た さ に フ ル

を いた ン ク質発 で S イプ ニオンチ ル 性を した の ン 理

によるチ ル 性 の は か た  
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 ャス ン ン 化 
， ，  1， 1，中 ，中 ，

（ 大 ・ 生 ，1 大・ 物研） 
 

 

 物の の に する は の と る か さ た で る

の は の を 物 ル ンで る ン （ABA）は トレ

で生 さ 口を し による水 を する を ジ ン

チル（MeJA）は 物の発 を 生理学 の を MeJA ま

た 口を する とで ている  
 までの研究で において MeJA には 性の ABA で る と

さ ている しかし MeJA 口と ABA の 化との関 に いては

に明 かと てい い また ABA の 酵素は において発 する と

さ ている しかし MeJA に ABA は の に いて 明のままで

る  
 本研究では ル 物で る ロイ を いて MeJA 口にお る ABA

化に いて した ABA 化に する ン ー ン ク質で る ABAleon を

に 発 した 物を たに し の にお る ABA 化の ル イ

を た また LC MS/MS を いて プロトプラ ト の ABA を た  
 

 

 

 
10 ン CLE14  

 ， 1， 一 2， ，  

（広島大 ・生物圏，1 大・農，2 大 ・ 科学） 
 

 物 プチド ル ンは で生理 性を す の ノ で る 物の

生 を する として プチド ル ン さ ている しかし 物 プチド ル ンに い

ては の に する には てい い プチド ル ンの

CLV3/ESR-related 14 (CLE14) は ロイ の を し を すと さ ている

CLE14 をコードする CLE14は ロイ の を の で発 している

また ロイ の を の で している として GLABRA2(GL2)
ている は CLE14 を に したと の GL2 の 発 を解 する とで

CLE14 ロイ の 機 に る を明 かにで ると る  
・  本 には ロイ の野生 Col-0 を いた CLE14 プチドは化学 し

た のを した ロイ の の は 素（1/2 MS）を に CLE14
プチドを し する とで た の CLE14 プチド によ ロイ の

の およ を した ル イ PCR による発 解 の CLE14 プチド

による GL2 の 発 の 明 かに た の か CLE14 プチ

ド によ ロイ の に を る と で た また レ ルでは CLE14
プチド GL2 の発 を さ ている とか CLE14 GL2に関 する で 機

に を している 能性 さ た  
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11 キ ン  
， ， 一 1， 2， 1， 1， 

生 1， 一 1，中  ，  
（島 大・ 科研 ，1島 大・生 科，2 島 ・ ） 

 

物 には 解 と の 後 は ン ク質を して

の発 を 物の に を たしている しかし ン ク質の の

は 明 かに てい い また の 機 は ン ク質の

を特 し の と によ さ る と までに

さ ている に いて 明 い 本研究では の ン ク質

フ オ ンに し の機 を る とを とした  
・ の 発 を いて フ オ ン レ ー ーの を

オル ラ ー ーと 解 し フ オ ンの に関 る の解

を た の においてフ オ ンは か COP を し ルジ

TGN 後 ンド ー を し に さ ている と さ た またフ オ ンの C
に する 決 PFVY の の を解 したと 野生 の のと

して 化 さ た を いて の と に るかを解 するため

に を いた 発 の を ている  
 
 

 

 

 
12 ス ン ス 研究 

一 ， ， 1， ， 生， 一 ， 
中  2， 2（島 大・生 科， 島 ・ ，2島 大・ 科研 ）

 
 

GFP に さ る ン ク質の は に の テインを のため

プラ トのよ 化 ではジ ルフ ド を し ン ク質 オ ー化す

る 向 る に 化 にお る ン ク質の を ン ク質で して 化する

と ジ ルフ ド さ て 本 の ン ク質の を さ る 能性 る

で 特性を いよ に テインを ノ に した RFP を いて を

して 化する とを たと ER ルー ンで の RFP ではオ ー化 め た

RFP では め か た の か ER ルー ンのよ 化 のイ ージン には

RFP で る と る すでに 物では ま 機能している テインフ ー

ン ク質 さ ている 物 で テインフ ー ン ク質 化 でオ

ー化 い とを に 明し 物 で レ ー ー テ の を

ている 本発 では オル ラ ー ーを て オ ー化を した を する
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